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倉
吉
の
た
め
に
あ
り
が
と
う

～
倉
吉
農
業
高
校
・
猟
友
会
炊
き
出
し（
11
月
８
日（
火
））～



　
鳥
取
県
中
部
を
震
源
と
す
る
地
震

に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ま
に

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

10
月
21
日
に
発
生
し
た
地
震
は
震
度

６
弱（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
６
）
を

観
測
し
、
本
市
に
お
い
て
も
人
的
被

害
や
住
家
被
害
、
農
産
物
へ
の
被
害

が
発
生
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
市
は
発
生
直
後
に
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
被
害
状
況
の
把
握
や
避
難
所

の
設
置
な
ど
、
被
害
に
対
す
る
対
策

や
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
へ
の
支
援
を

行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
発
生
か
ら
１
か
月
余
が
経
過
し
、

余
震
も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
復
旧
・
復
興
は
長
期
戦
に
な

る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
市
と
し
て

も
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
の
皆
さ
ま

に
普
段
通
り
の
生
活
を
取
り
戻
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
精
一
杯
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
地
震
に
お
い
て
は
家
屋
被

害
の
報
告
が
多
く
、
11
月
20
日
現
在

で
８
，
４
２
７
件
の
報
告
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
梨
を
は
じ

め
と
し
た
農
作
物
の
被
害
に
つ
い
て

も
被
害
額
が
１
，
３
７
５
万
７
千
円

に
な
る
と
予
想
が
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
地
震
に

よ
り
け
が
を
さ
れ
た
人
が
18
人
お
ら

れ
る
と
の
こ
と
で
一
日
も
早
い
回
復

を
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
地
震
発
生
直
後
に
は
避
難
所
に

２
千
人
を
超
え
る
人
が
避
難
さ
れ
た

日
も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
努
力
や
県
内
外
か
ら
の
温
か

い
支
援
に
よ
り
少
し
ず
つ
で
は
あ
り

ま
す
が
、
復
旧
・
復
興
の
声
も
聞
こ

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
寒
さ
も
増
し

て
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
体

調
管
理
を
十
分
に
し
て
い
た
だ
き
な

が
ら
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
さ
ら
な

る
ご
支
援
や
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
後

の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

鳥取県中部を襲ったＭ６．６
共に歩む復興への道のり

今
後
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
ご
支
援
と
ご
尽
力
を 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
倉
吉
市
長 

石
田
耕
太
郎

消防防災ヘリコプターで空から市内を視察

設置された災害対策本部

農業施設などの被害状況（11月20日現在）

■農林業関連施設被害

被害箇所 被害額

農地 40 6,423万円

農道 75 5,192万円

用排水路 72 4,618万円

林道 12 1,275万円

ため池 8 810万円

計 207 1億8,318万円

■ 梨の落下被害額（想定） 
1,375万7千円 
栽培面積3.98ha 
被害相当面積2.45ha

道路などの被害状況（11月20日現在）

■道路

　道路被害箇所…302か所

住居などの被災状況（11月20日現在）

■家屋被害届出件数：8,427件
■ 調査済み建物被害状況

全壊 1件
大規模半壊 5件
半壊 49件

■避難状況

　避難者数（最多人数）：2,008人
　※10月22日

問防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）
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踏み出した復興への一歩 ― 倉吉は元気です！

鳥取県中部を襲ったＭ６．６
共に歩む復興への道のり

ピーク時には避難者数が
2,000人を超えた

特産品の梨は、収穫
目前にしてその多くが
落下した

子どもたちの応援にやってきたウルト
ラマンエックス（左）とウルトラマンギ
ンガ（右） Ⓒ円谷プロ

県内外からボランティアが集まる

市役所も被害を受けた

隆起した道路

県内外からボランティアが集まる

ブルーシートが目立つ市内

被災した給食センター。
学校給食が提供されない
日が続いている

災害がれき置き場。被害の多かっ
た瓦や塀のブロックが目立つ

自治体や自
衛隊による
給水活動

観光のシンボルともいえる白壁土
蔵群も被害に遭った

さまざまな人の協力で行
われたブルーシートはり

真庭市が落下梨・傷あり
梨を学校給食用に購入

　被災した皆さんに元気を出してほしいとの願い

を込め、鳥取県電業協会中部支部（支部長 長田昭

人さん）と倉吉総合産業高校電気科の生徒の協力

で実施されました。

　イルミネーション点灯は１月１５日（日）までの間、

午後５時半から午後１０時まで毎日点灯されます。

復興への願いを込めて 
倉吉交流プラザ・イルミネーションが点灯しています

　延期となった「くらよし紅葉まつり♪」の一部を

「倉吉まち応援プロジェクト」として開催。全国か

らひなビタ♪ファンが集い、倉吉のまちを活気づ

けました。ひなビタ♪の生みの親TOMOSUKEさ

んが「倉吉に恩返しするのは今。倉吉は元気です、

と全国に広めよう！」と倉吉を応援しました。

倉吉は地震に絶対に負けない 
倉吉まち応援プロジェクト～ひなビタ♪も応援に行くめう！～

皆でアピール「倉吉は元気です！」「元気を出して」の思いで点灯 倉吉の夜を彩ります
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復旧にむけた各種支援制度と取り組み

支援制度 対象者 内容
り災
証明

全壊
大規模
半壊

半壊
一部
損壊 担当課

税

金

市税の猶予・ 

減免

資産などに�

被害を受けた人

被害の状況により市税の減

免または納税を猶予できる

場合があります。

※９ページに詳細があります。

▲ ９ページ記載のとおり

税務課

あ22ー8114
い22ー1087

各

種

証

明

各種証明書の

発行手数料の

免除

地震に関連する手続

きに各種証明書が必

要な人

【手数料を免除される証明書】

・印鑑に関する証明

・住民票の写し

・印鑑登録証

・住民票記載事項証明書

・所得関係証明書

・納税証明書

・固定資産関係証明書

要 ● ● ● ●

市民課

あ22ー8155
い22ー2954
税務課

あ22ー8114
い22ー1087
関金支所

あ45ー2111
い45ー3964

医
療
・
年
金
・
介
護
・
保
育
料
な
ど
の
支
払
い

国民健康保険

料の減免

資産などに�

被害を受けた人

震災が発生した月から起算

して１年以内に納期限の到

来する保険料の減免を受け

られる場合があります。

納付義務者が所有し、かつ

使用する住宅、家財につい

て、災害を受けた損害の程

度（保険金、損害賠償金な

どにより補填される金額を

除く）により減免割合は異

なります。

要 ● ● ● ×

保険年金課

国保年金係

あ22ー8124
い22ー2954

国民健康保険

医療費の一部

負担金の減免

など

死亡、障がい、また

は資産に重大な被害

を受けたことで生活

が困難となった被保

険者の世帯

医療機関などの受診の際の

一部負担金について、減免・

徴収の猶予を受けられる場

合があります。

要 ▲ ▲ ▲ ×

保険年金課

給付係

あ22ー8151
い22ー2954

国民年金保険

料の免除

国民年金保険料の納

付が困難な人で、被

保険者、配偶者、世

帯主などが所有する

住宅などの価格の概

ね２分の１以上の被

害を受けた人

※�保険金などにより補て

んされる金額を除く

本人の申請により、国民年

金保険料が免除される場合

があります。

※�被災した前月から翌々年の６

月分まで

要 ● ● ● ▲

保険年金課

国保年金係

あ22ー8124
い 22ー2954
または

倉吉年金事

務所

あ26ー5311
い26ー1742

介護保険料の

減免

資産などに�

被害を受けた人

介護保険料が減免となる場

合があります。
要 ● ● ● ×

長寿社会課

あ22ー7851
い22ー2954

●：該当する　▲：該当の可能性あり　×：該当しない
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支援制度 対象者 内容
り災
証明

全壊
大規模
半壊

半壊
一部
損壊 担当課

家
・
家
財
が
被
害
を
受
け
た
と
き

被災者住宅 

再建支援金

一部損壊～全壊世帯

※�被災した居住世帯が所

有している住家に限る。

居宅の建設、購入、補修の

費用

※８ページに詳細があります。

要 ● ● ● ▲
コールセン

ター

あ27ー0515
または

防災安全課

あ22ー8162
い22ー1087

被災者住宅 

修繕支援金

一部損壊世帯

※�被災した居住世帯が所

有している住家に限る。

一部損壊の居宅の修繕

※８ページに詳細があります。

要 ▲ ▲ ▲ ▲

※再建支援金を受給しない場合

建築確認など

に係る事務に対

する手数料の

減免

全壊、半壊、一部破

損などの被害(以下

「被害」という)を受

けた建築物に居住し

ていた人または被害

を受けた建築物など

の所有者

地震により被害を受けた建

築物などに代わる建築物な

どを新築し、または当該被

害を受けた建築物などを増

築、改築、移転、大規模の

修繕、もしくは大規模の模

様替えをするための建築基

準法に関係する各申請手数

料を免除

【対象となる事務】建築基準

法に係る建築確認、各許認

可などの各申請手数料

【申請期間】１０月２１日～

平成３０年１０月２０日

※�当該事務に引き続く完了検査

などで一連の事務に対する手

数料は免除する。

要 ● ● ● ●

建築住宅課

あ22ー8175
い22ー8140

民間賃貸住宅 

家賃補助

持ち家が半壊以上の

被害を受けた人、ま

たは賃貸住宅契約解

除により民間賃貸住

宅に入居した人

【補助期間】最長１年間

【家賃月額上限】

２人以下世帯：５万円

３人以上世帯：６万円

要 ● ● ● ×

災害義援金
市内で住居に一定以

上の被害を受けた人

配分基準、対象者、配分方

法などは義援金配分委員会

において決定します。

不要 ▲ ▲ ▲ ▲

福祉課

あ22ー8118
い22ー7020災害援護資金

の貸付

次の要件のうち、い

ずれかに当てはまる

世帯

※所得要件などあり

①�住居が全・半壊し

た世帯

②�家財に３分の１以上

の被害がある世帯

③�１か月以上の療養

を要する世帯主

貸付限度額については①～

③の組み合わせなどに応じ

て、１５０万円～３５０万

円まで貸付します。

【償還期間】１０年間

※据置期間３～５年

【償還利率】据置期間は無利

子、据置期間経過後は３％

※�６年間(据置期間を含む)は利

子負担が０％となるよう市が補

助金を交付します。

※貸付には連帯保証人が必要

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

復旧にむけた各種支援制度と取り組み

　鳥取県中部を震源とする地震により被害を受けた人の生活を中心とした支援制度をお知らせします。�

　大まかな支援内容と問い合わせ先を掲載していますので、詳しい内容や具体的な手続きに関しては、

各担当課までご連絡ください。
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復旧にむけた各種支援制度と取り組み

支援制度 対象者 内容
り災
証明

全壊
大規模
半壊

半壊
一部
損壊 担当課

上
下
水
道
使
用
料

水道料金の減額

上水道全使用者

地震後初回、前回、前年同

期、それぞれの検針値のう

ち最も少ない値で再計算し

ます。

※申請の必要はありません。
不要 ▲ ▲ ▲ ▲

水道局

あ26ー1031
い26ー3242

簡易水道全使用者

地震後初回、前回、前年同

期、それぞれの検針値のう

ち最も少ない値で再計算し

ます。

※申請の必要はありません。

下水道使用料の

減額
下水道全使用者

地震後初回、前回、前年同

期、それぞれの検針値のう

ち最も少ない値で再計算し

ます。

※申請の必要はありません。

不要 ▲ ▲ ▲ ▲

下水道課

あ22ー8176
い22ー8140

し
尿
処
理

災害し尿の

収集

資産などに�

被害を受けた人

全壊または大規模半壊の被

害を受けた人に全額減免を

行います。

要 ● ● × ×

環境課

あ22ー8168
い22ー8136

学

校

に

関

す

る

こ

と

給食費の減額 

または免除

資産などに�

被害を受けた人

自宅の被害が半壊以上の場

合、基準額の３分の２を減

免します。

※�平成２８年１０月２４日～平成

２９年３月３１日の間に限る

要 ● ● ● ×

給食センター

あ28ー3343
い28ー3649

奨学資金の

返還猶予または

減免

資産などに�

被害を受けた人

奨学生本人が被災し返還が

困難となった場合に、返還

猶予または減免を受けるこ

とができる場合があります。

要 ● ● ● ×

教育総務課

あ22ー8165
い22ー1638

倉吉市関金

スクールバス

事業補助金

住宅などに被害を

受け、関金地内に

転居などして高校

などに通学する人

通学に要する定期乗車券を

購入する際に、購入費の３

分の１を助成します。

不要 ▲ ▲ ▲ ▲

関金支所

あ45ー2111
い45ー3964

●：該当する　▲：該当の可能性あり　×：該当しない

　「自然災害による被災者の債務整理に関するガイ

ドライン」により、被災者が住宅ローンなどの債務

の免除・減額を申し出、一定の要件を満たす場合、

取引金融機関の同意に基づき債務整理を行うことが

できます。国の補助により弁護士などの専門家によ

る手続支援を無料で受けることができるほか、債務

整理をしたことは個人信用情報として登録されない

ため、その後の新たな借入に影響が及ばないなどの

メリットがあります。

　詳細は、ローンの借入先金融機関へお問い合わせ

ください。

全国銀行協会のホームページ

▲

問鳥取財務事務所（理財課あ０８５７－２６－
２２９５）

災害の影響で住宅ローンなどの返済にお困りではありませんか
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復旧にむけた各種支援制度と取り組み

支援制度 対象者 内容
り災
証明

全壊
大規模
半壊

半壊
一部
損壊 担当課

医
療
・
年
金
・
介
護
・
保
育
料
な
ど
の
支
払
い

介護サービス 

利用料の減免

資産などに�

被害を受けた人

介護保険サービスの利用者

負担がある被災者に対し、利

用者負担の減免を行います。

要 ▲ ▲ ▲ ×

長寿社会課

あ22ー7851
い22ー2954

保育料の減免

全壊または半壊

（大規模半壊を含

む）の被害を受け

た人

保育料の減免を受けられる

場合があります。
要 ▲ ▲ ▲ ×

子ども家庭課

あ22－8100
い22－7020

後期高齢者 

保険料の減免

現に居住する住宅

などに被害を受け

た人

震災が発生した月から起算

して１年以内に納期限の到

来する保険料の減免を受け

られる場合があります。

被害の程度により減免割合

は異なります。

【全壊】

全額

【半壊（大規模半壊を含む）】

半額

要 ● ● ● ×

保険年金課

あ22ー8124
い22ー2954 
または

鳥取県後期

高齢者医療

後期連合

あ32ー1095
い32ー1067後 期 高 齢 者 

医療費の一部 

負担金の減免

など

現に居住する住宅

などに被害を受け

た人

住宅などに被害を受けたこ

とにより生活が困難となっ

た場合などに、医療機関な

ど受診の際の一部負担金の

減免・徴収の猶予を受けら

れる場合があります。

【全壊】

全額

【半壊（大規模半壊を含む）】

半額

要 ▲ ▲ ▲ ×

母子父子寡婦

福祉資金貸付の

償還の猶予

支払期日に償還を

行うことが著しく

困難となった人

償還を猶予できる場合があ

ります。
要 ● ● ● ●

中部総合事

務所福祉保

健局福祉支

援課母子支

援担当

あ23ー3126
い23ー4803

母子父子寡婦

福祉資金貸付

利子補給

地震発生日から１

年以内に、「住宅資

金」「転宅資金」「生

活資金」の貸付を受

ける人

平成２８年１０月２１日～

平成２９年１０月２０日に

「住宅資金」「転宅資金」「生

活資金」の貸付を受ける場

合は、連帯保証人がいない

場合でも６年間（措置期間

を含む）は無利子となりま

す。

要 ● ● ● ●

（7）平成 28.12



■被災者住宅再建支援金

対象者

支援の内容
申請

期間

完了

期間住家に代わる住宅の

建設または購入をする場合
住家の補修をする場合

全壊世帯

※損害割合50％以上

全壊世帯の住家に代わる住宅

（市内に設置されるものに限る）

の建設または購入費

【複数（2人以上）世帯】300万円

【単数（1人）世帯】225万円

全壊世帯の住家の補修費

【複数世帯】200万円

【単数世帯】150万円

2年 3年

大規模半壊世帯

※ 損害割合40％以上50％未満

大規模半壊世帯の住家に代わる

住宅（市内に設置されるものに

限る）の建設または購入費

【複数世帯】250万円

【単数世帯】187万5千円

大規模半壊世帯の住家の補修費

【複数世帯】150万円

【単数世帯】112万5千円

半壊世帯

※ 損害割合20％以上40％未満

半壊世帯の住家の補修費

【複数世帯】上限100万円

【単数世帯】上限75万円
1年 2年

一部損壊世帯

※ 損害割合10％以上20％未満

一部損壊の住家の補修費

上限30万円

※損害割合１０％以上の人で、被災者住宅再建支援金を受給しない人は修繕支援金5万円を受給できます。

地震に伴う住家の再建・
修繕支援について

地震による住家の被害の程度（損害割合）に応じて、再建支援金、修繕支援金を受けるこ

とができます。

【対象物件】�平成２８年１０月２０日（木）に、その所有者または所有者の３親等以内の親

族が生活の本拠としていた住家

【対象者】�市内に住家を所有し、そこを生活の本拠として居住している世帯主�

※空き家、貸家、借家、アパートなどは対象外です。

※支援を受けるためには、り災証明が必要です。

※申請期間、完了期日は平成２８年１０月２２日（土）から起算
問コールセンター（あ２７－０５１５）または防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）

■被災者住宅修繕支援金

対象者 支援の内容

一部損壊世帯

※ 損害割合10％未満

一部損壊の住家の修繕

※損害割合0％の場合は対象外

損害の割合 支援金額 申請期間

4％超10％未満 5万円

1年

3％超4％以下 4万円
2％超3％以下 3万円

1％超2％以下 2万円

1％以下 1万円

2016.12（8）



■個人市県民税の減免

【減免基準】

（１）�納税義務者が災害により次表のいずれかに該当

することとなったとき。

事由 減免の割合

死亡した場合 全部

障害者となった場合 9/10

（２）�納税義務者が居住する住宅について災害により

受けた損害の程度が半壊以上で、前年中の合計

所得金額が１，０００万円以下であるとき。

前年中の

合計所得金額

減免の割合

大規模半壊以上 半壊

500万円以下
であるとき

所得割額の全部 所得割額の1/2

500万円を越え
750万円以下
であるとき

所得割額の1/2 所得割額の1/4

750万円を超え
1,000万円以下
であるとき

所得割額の1/4 所得割額の1/8

■固定資産税の減免

【減免基準】

・土地

損害の程度 減免の割合

被害面積が8/10以上 全部

被害面積が6/10以上8/10未満 8/10

被害面積が4/10以上6/10未満 6/10

被害面積が2/10以上4/10未満 4/10

・家屋

損害の程度 減免の割合

全壊 全部

大規模半壊 6/10

半壊 4/10

・償却資産

損害の程度 減免の割合

当該償却資産を廃棄したとき 全部

6/10以上8/10未満の価値を減じたとき 8/10

4/10以上6/10未満の価値を減じたとき 6/10

2/10以上4/10未満の価値を減じたとき 4/10

地震に伴う市税の減免について
地震の発生した平成２８年１０月２１日以降に納期が到来する、平成２８年度の個人市

県民税と固定資産税の期別税額について、被害の程度に応じて減免を受けることができ

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問税務課（あ２２－８１１４／い２２－１０８７）

■申請について

　市が被害報告を受理して行っている家屋被害調査の内容をもとに、該当となる人へは平成２９年１月末

を目途に申請書を送付する予定にしています。

　届いた申請書により、税務課で申請手続きを行ってください。該当があると思われる人で１月末を過ぎ

ても申請書が届かなかった場合は、税務課へお問い合わせください。

　なお、土地・償却資産について該当があると思われる人は、ご相談ください。

※�減免は平成２８年１０月２１日以降に納期が到来するものを対象に適用します。既に納付済みの場合は還付にて対応し

ます。

復旧にむけた各種支援制度と取り組み

（9）平成 28.12



　

市
内
の
農
作
物
の
有
害
鳥ち

ょ
う
じ
ゅ
う
獣
に
よ
る
被
害
は
、
年
々
、
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
は
、
農
作
物
の
被
害
金
額
だ
け
の
問
題
で
な
く
、
耕
作

意
欲
や
地
域
住
民
の
定
住
意
欲
を
減
退
さ
せ
る
要
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
宝
＝
農
作
物
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

問
農
林
課（
あ
22

－

８
１
５
７
／
い
23

－

９
１
０
０
）

0

200

400

600 そのほかの鳥
カラス
そのほか

ヌートリア
イノシシ

H27H26H25H24

（単位：万円）

312
271

570

457

▲【有害鳥獣による農作物などの被害額の推移】
　倉吉市の農作物被害はイノシシによるものが多く、そ
のほかの動物（タヌキなど）、カラスが続く。
近年では、イノシシによる被害が増え続けている。

イノシシにより掘り起こされた畑 被害に遭ったスイカ畑
イノシシが荒らした跡。
稲を倒してしまう

地
域
の
宝
を
守
る
た
め

2016.12（10）



0

200

400

600

800
カラス
ヌートリア
そのほか

イノシシ

Ｈ28(7 月末）H27H26H25H24

（単位：頭または羽）

▲【倉吉市における有害鳥獣の捕獲状況】
　平成２６年度まではカラスの捕獲数が多かったが、ここ
２年程イノシシの捕獲数が伸びている。今年の７月末現在
ですでにイノシシの捕獲頭数は昨年の捕獲頭数に届こうと
している。
　「そのほか」にはシカ、タヌキなどが含まれる。

有
害
鳥

ち
ょ
う
じ
ゅ
う
獣
に
よ
る
被
害
は 

な
ぜ
増
え
た
の
か

　
か
つ
て
人
の
住
む
集
落
周
辺
に

は
、
管
理
さ
れ
た
里
山（
集
落
に
隣

接
し
、
人
間
の
影
響
を
受
け
た
生
態

系
が
存
在
す
る
山
の
こ
と
）が
あ
り
、

こ
れ
ら
が
緩
か
ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯
と
し
て
機
能
し
、

有
害
鳥
獣
が
近
づ
き
に
く
い
環
境
で

し
た
。

　
し
か
し
現
在
は
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
な
ど
に
よ
り
里
山
が
放
置
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
放
置
さ
れ
た
里
山
が
管
理
さ
れ
な

い
ま
ま
林
と
な
り
、
有
害
鳥
獣
が
生

息
し
や
す
い
環
境
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
個
体
数
や
生
息
域

が
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
放
置
さ
れ
た
竹
林
が

集
落
や
農
地
の
そ
ば
ま
で
接
近
し
、

有
害
鳥
獣
が
出
没
し
や
す
い
環
境
に

変
化
し
て
き
た
の
で
す
。

　
集
落
や
農
地
に
出
没
し
や
す
く

な
っ
た
有
害
鳥
獣
は
、
栄
養
価
が
高

く
、
ま
と
ま
っ
て
取
り
や
す
い
農
作

物
の
味
を
覚
え
、
依
存
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
安
定
し

て
エ
サ
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
か
ら
繁
殖
率
が
上
が
り
、
そ
の
個

体
数
が
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、
人
へ

の
警
戒
心
が
薄
れ
、
行
動
が
大
胆
に

な
り
、
さ
ら
に
被
害
が
増
え
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
狩
猟
免
許
取
得
者
の
高

年
齢
化
に
よ
り
、
捕
獲
で
き
る
人
が

減
少
、
ま
た
捕
獲
時
に
止
め
刺
し
を

行
え
る
人
も
減
少
し
て
お
り
、
対
応

し
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
被
害

増
加
の
原
因
の
一
つ
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が

増
加
し
て
い
る
の
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
集
落
や
農
地
が
安
心
し
て
農
作
物

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

　
つ
ま
り
、
集
落
や
農
地
を
有
害
鳥

獣
の
エ
サ
場
に
さ
せ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場
所
に
、
有
害

鳥
獣
が
容
易
に
接
近
し
た
り
、
侵
入

で
き
な
い
よ
う
に
対
策
を
と
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

カラス

タヌキ

シカ

イノシシ

ヌートリア

【倉吉市内で見られる有害鳥獣の例】

（11）平成 28.12



　高城地区の今在家では、３年くらい前からイノシシや

タヌキによる農作物の被害が増えてきました。

　今まで個人で電気柵を設置する人はいましたが、被害

が拡大してきたことで、農事組合全体で対策することに

しました。

　農林課に相談したところ、設置費の補助を

受けることができたため、７月初めに電気

柵を設置しました。

　設置の方法や管理方法などを取扱業者

から説明を受け、取りつけました。思っ

たより難しくなかったですね。電気柵に

雑草が触れてしまうと、効果が薄れる

ため、周辺の草刈りをこまめに行う必

要はありましたが、効果は抜群で、今

年は有害鳥獣による被害を受けること

なく、収穫を行うことができました。

　地域の財産である田畑や農作

物は、できる限り自分たち

で守っていくようにした

いですね。

有
害
鳥
獣
か
ら
被
害
を
防
ぐ 

５
つ
の
カ
ギ

相
手
を
知
る

　
有
害
鳥
獣
の
生
態
や
被
害
対
策

の
知
識
を
養
い
ま
し
ょ
う
。 

自
分
を
知
る

　
有
害
鳥
獣
が
ど
う
し
て
自
分
の

畑
に
来
る
の
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
有
害
鳥
獣
の
種
類
、
被
害
状
況
、

こ
れ
ま
で
の
対
策
の
効
果
点
検
な

ど
を
行
い
、
今
後
の
対
策
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　
集
落
ぐ
る
み
の
自
衛
体
制
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

餌
を
あ
た
え
な
い

　
落
ち
た
果
実
や
出
荷
で
き
な
い
農

作
物
の
片
付
け
、
利
用
し
て
い
な
い

果
樹
の
伐
採
、
生
ご
み
の
適
正
な
処

理
な
ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

守
る

　
電
気
柵
な
ど
の
設
置
、追
い
払
い
、

耕
作
放
棄
地
の
解
消
、
緩
衝
帯
の
整

備
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
た
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

攻
め
る

　
集
落
で
捕
獲
体
制
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

守
る

農
作
物
の
放
置
を
や
め
る
、
柵
・
緩
衝
帯
の
設
置
・
管
理
な

ど
を
行
い
、
有
害
鳥
獣
か
ら
自
分
た
ち
の
集
落
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

農
事
組
合
法
人
今
在
家
営
農
組
合

藤
井 

英
樹
さ
ん（
今
在
家
）

山林と農地の間に緩衝帯を
整備し、動物の出没を防ぐ

電気柵は設置後のメンテナ
ンス（草刈り）が欠かせない

電気柵により被害もなく、
刈り取りが終わった水田

地
域
の
財
産
を
守
る
た
め
、
近
づ
け
さ
せ
な
い
対
策
を

2016.12（12）



　「イノシシが出た。捕ってほしい」という電話がひっきり

なしにかかってきます。関金町米富にかつて８人いたハン

ターも現在は私１人。旧関金町内でわずか４人です。有害

鳥獣は増えています。ハンターも高齢化し、

後継者が必要です。私も、意欲のある

人を指導したいと思っています。

　現在、捕獲後に解体できない鳥獣は

埋設していますが、手間や場所、

衛生的に問題があるので、行政

には処分できる体制を作ってほ

しいです。また、捕獲した鳥獣を

販売できる体制などがあれば、ハン

ターを目指す人も増えるのではない

でしょうか。

　最近、罠
わな

やセンサーが誰かに外され、

取られていることがあります。マナー

は守っていただきたいですね。

皆がマナーを守り、楽しく狩

猟ができるようになればと

思います。

有
害
鳥
獣
の
被
害
に
遭
わ
な
い 

地
域
づ
く
り
を

　
鳥
獣
害
対
策
は
、
個
人
の
心
掛
け

だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
で
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
集
落
内
で
の
被
害
状
況
を
確
認
、

鳥
獣
の
特
徴
や
習
慣
な
ど
を
把
握

し
、
対
策
を
練
り
ま
し
ょ
う
。

　
地
域
で
監
視
や
電
気
柵
の
設
置
な

ど
を
行
う
、
若
い
世
代
に
狩
猟
免
許

の
取
得
を
促
す
な
ど
捕
獲
者
の
育
成

を
行
い
、
住
民
自
ら
の
手
で
自
衛
体

制
の
確
立
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。
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40 歳代
30 歳代

50 歳代
60 歳以上

1039592
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72
(70%)

67
(71%)

70
(76%)

83
(77%)

77
(69%)攻

め
る

捕
獲
に
よ
り
個
体
数
を
減
ら
す
、
追
い
払

い
に
よ
り
里
が
危
険
で
あ
る
こ
と
を
学
習

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
タ
ー
歴
50
年
以
上

池
山 

彌み
よ
し義

さ
ん（
米
富
）

　有害鳥獣による農

作物被害の防止に取

り組むため、狩猟の

有資格者による倉吉

市鳥獣被害対策実施

隊が設置されました。

　有害鳥獣の捕獲や

追払い、技術指導を行

います。

９月１６日（金）に行われた委嘱状
交付式の様子

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
設
置

ハ
ン
タ
ー
後
継
者
の
育
成
と
、
体
制
の
充
実
を

▲【狩猟免許所持者の推移】
　平成２５年よりわずか
にではあるが狩猟免許所
持者は増加している。
　しかし６０歳以上が占
める割合が約７０%と、依
然として高齢者に頼った
年齢構成となっている。

（13）平成 28.12



ＪＲ西日本米子支社からのお知らせ
　１２月３０日（金）～１月３日（火）の間、曜日にかかわらず、米子支社管内はすべて「土休日ダイヤ」で運転
します。平日ダイヤとは列車の運転時刻などが異なりますので、ご利用の際は注意してください。
� 問ＪＲ西日本米子支社輸送課（あ０８５９―３２―８０５７）

【市内施設の年末年始の業務について】

■ごみの収集は

　１月１日（日）から１月３日（火）まで休みます。前

夜のごみ出しはしないでください。

■�ほうきリサイクルセンターへの直接搬入は

　年内は１２月３１日（土）午前１１時半までに搬入をお

願いします。年明けは１月４日（水）から再開します。

■し尿くみ取りは

　年末年始を控え集中します。早め

に便槽を確認し、収集予定日のくみ

取りをお願いします。

※�くみ取りは、し尿処理券を事前に購入

してください。

年末年始のごみ収集など　　問�環境課（あ２２ー８１６８／い２２ー８１３６）

《年末年始の業務のご案内》
�市内各施設の年末年始の業務期間は下記のとおりです。

年末年始はごみの収集や持ち込みできる日が通常とは異なりますので、日程に注意してください。

施設名

12月 平成29年1月

電話番号26 27 28 29 30 31 1 2 3 4

月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

倉吉市役所（本庁舎） 休 休 休 休 休 休 休 22-8111

倉吉市役所（関金支所） 休 休 休 休 休 休 休 45-2111

エキパル倉吉行政サービスセンター 休 休 休 休 休 休 24-5370

倉吉博物館・歴史民俗資料館 休 休 休 休 休 休 22-4409

市営体育施設 ※要問合せ 休 休 休 休 休 休 22-5674

市営温水プール 工事のため当面の間休館します。 47-1186

市立図書館 休 休 休 休 休 47-1183

倉吉未来中心 工事のため当面の間休館します。 23-5390

男女共同参画センター「よりん彩」
※ 中部総合事務所に事務室を一時移転中

休 休 休 休 休 休 23-3901

鳥取中部ふるさと斎場 休 24-6321

伯耆しあわせの郷
休 休 休 休 休 休

26-5581
12/28（水）は17:30まで

倉吉市文化活動センター（リフレプラザ） 休 休 休 休 休 休 23-6095

せきがね図書館 休 休 休 休 休 45-2523

せきがね湯命館
休

45-2000
1/4（水）～冬期営業時間（10:00～21:00）に変更

せきがね簡易宿泊施設「湯楽里」 45-6400

道の駅「犬挟」
休

45-1313
1/2（月）は、営業時間8:30～16:00

グリーンスコーレせきがね 12/31（土）～1/2（月）の受付は17:00まで 45-2211

JR倉吉駅内観光案内所 12/31（土）～1/3（火）は10:00～16:00 24-5370

倉吉白壁土蔵群観光案内所 12/31（土）～1/3（火）は10:00～16:00 22-1200

皆さんの生活に直結する制度やイベントを

紹介するコーナーです。

くらよし市政情報

2016.12（14）



《水道管にも冬支度を》
�気温が－３℃以下になると、水道管が凍結し破裂することがあります。
問水道局（あ２６―１０３１／い２６―３２４２）

水
道
管
の
凍
結
を
防
ぐ

　
水
道
管
の
露
出
し
て
い
る
部
分

を
、
保
温
材
な
ど
で
保
護
し
て
く

だ
さ
い
。
保
温
材
に
は
、
取
り
付

け
が
簡
単
な
市
販
品
も
あ
り
ま
す
。

　
太
陽
熱
温
水
器
は
使
用
の
時
期

が
終
わ
り
ま
し
た
の
で
、
水
抜
き

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

水
道
管
が
凍
結
し
た
ら

　
水
道
管
が
凍
結
し
て
水
が
出
な

く
な
っ
た
と
き
は
、蛇
口
を
開
い
て
、

凍
結
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布
巾

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
掛
け
て
ゆ
っ
く
り
溶
か
し
て

く
だ
さ
い
。
熱
湯
を
急
に
掛
け
る

と
、
水
道
管
が
破
裂
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
ら

　
水
道
管
の
凍
結
破
損
の
多
く
は

パ
イ
プ
部
分
で
す
。
応
急
措
置
と

し
て
、
止
水
栓
を
止
め
て
、
破
損

し
た
パ
イ
プ
部
分
を
の
こ
ぎ
り
な

ど
で
切
断
し
、
木
の
栓
な
ど
を
打

ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
止
水
栓
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
き
は
、
屋
内
の
ほ
か
の
蛇

口
を
開
い
て
水
圧
を
下
げ
て
か
ら
、

木
の
栓
を
打
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
雪
が
降
り
始
め
る
ま
で
に
、
止

水
栓
の
位
置
を
確
認
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
雪
が
積
も
っ
て
も
止

水
栓
の
位
置
が
分
か
る
よ
う
に
、

表
示
板
を
立
て
て
お
く
の
も
一
つ
の

方
法
で
す
。

　
長
期
間
留
守
に
す
る
場
合
に
は
、�

止
水
栓
を
止
め
て
お
く
こ
と
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

水
道
の
屋
内
修
理

　
水
道
局
で
は
屋
内
の
水
道
管
修

理
は
取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。
左

表
の
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
、
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◇�

年
末
年
始
の
水
道
の
届
出

は
12
月
27
日（
火
）ま
で
に

　
水
道
局
は
12
月
29
日（
木
）か
ら

１
月
３
日（
火
）ま
で
休
業
し
ま
す
。

　
こ
の
期
間
中
に
水
道
を
新
た
に

使
用
す
る
と
き
や
、
使
用
を
中
止

す
る
と
き
に
は
、
12
月
27
日（
火
）

ま
で
に
水
道
局
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

※�

夜
間
、
土･

日
、
祝
日
は
受
け
付
け
て

い
ま
せ
ん
。

◇�

水
道
の
給
水
申
込
・
使
用
中

止
・
名
義
変
更
の
届
出

　
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
と
き

や
中
止
す
る
と
き
に
は
、
水
道
局

へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
が
遅
れ
た
り
、
届
出
が
な

い
場
合
は
、
料
金
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
届
出
は
水
道
局
窓
口
か
、
所
定

の
様
式
を
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
お
願

い
し
ま
す
。

①
給
水
申
込

　
水
道
を
新
た
に
使
用
す
る
と
き

は
、
使
用
を
予
定
し
て
い
る
日
の

前
営
業
日
ま
で
に
給
水
申
込
の
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
使
用
中
止

　
水
道
の
使
用
を
中
止
す
る
と
き

は
、
使
用
を
中
止
す
る
日
の
前
営

業
日
ま
で
に
使
用
中
止
の
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
遅
れ
た

り
、
届
出
が
な
い
場
合
は
、
使
用

さ
れ
て
い
な
い
期
間
で
も
基
本
料

金
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
名
義
変
更

　
水
道
の
使
用
者
名
義
が
変
更
に

な
っ
た
と
き
や
、
納
付
書
の
送
付

先
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
は
、
な

る
べ
く
早
く
変
更
の
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

市内の上下水道指定給水装置工事事業者

業者名 住所 電話 ＦＡＸ

長谷川商店 清谷町２丁目８０ ２７－６０００２７－６００１

中海工業 福庭町１丁目５５ ２６－４４３１２６－４４１４

中電工　倉吉営業所 八屋１４５－２ ２６－０３１１２６－２７７４

トンボプロパンガス 和田東町１９６－１ ２２－８２８１２２－１８２２

早田設備 和田東町１１５－１ ２２－７５７１２２－０２７３

伯耆浄水 古川沢１６３ ２６－３３４４２６－８８９９

倉吉管機工業 福庭町１丁目５７３ ２６－５３１６２６－７６０２

ベクト総業 井手畑１５８ ２６－０７３９２６－０７４９

空研 広栄町９３１－２ ２２－１７７７２２－８０２４

高橋設備工業所 八屋２０９－２ ２６－３２８１２６－７０１５

新宮設備 中江２２７－６ ２６－０７５８２６－５６０７

スミ管機設備 住吉町１－３ ２２－０９７８２２－０９７８

森田設備 巌城１１５０－１８ ２２－８０４４２２－８０４４

ユアー設備計画 和田５０５－３ ２３－３６９９２３－３９７９

あきやま総業 富海８７７ ２８－１８４４２３－６２３２

クラエー 宮川町２丁目４８－１ ２７－０２１０２７－０２１２

吉村興産 和田２７１－１ ２３－０８００２２－４８２４

ソケット 旭田町３２ ２４－０２７７２４－０２７８

東伯建設 三江１６８ ２８－１６５６２８－５２１３

大和設備倉吉 和田東町１９０ ２３－２２１１２３－２２１５

日ノ丸産業倉吉支店 海田東町４０１ ２６－６８１１２６－６８１６

社工業 西福守町７１７ ２８－２３０２２８－２３０２

美咲 西福守町６０１－２ ４８－２９００４８－２９０１

天野水道 関金町大鳥居９１－１１４５－２８８１４５－２８８１

トラスト 八幡町３３０４－５ ２３－５０７７２３－３９００

河野設備 大立５７ ２８－５３６３２８－５３５１

水谷工業 米田町２丁目２３－２ ２２－０７１１２２－０７１０

アキ設備 上神１０５４－２ ２２－６９６０２２－６９６０

サントウ 円谷町３８－１ ２２－４０８１２２－４０１４

はごろも環境 宮川町１６９－１ ２７－０１９４２７－０１９５

河本建設 秋喜４８５－１ ２８－３４５２２８－３４６５

ベクトサービス 河北町５７ ２６－７８１９２６－７８２９

タカハシ管工 西倉吉町４７７－４ ２８－５４８５２４－６９９３

ヨネダ設備商会 昭和町１丁目２４３ ２２－３５３５２２－３５３５

ヤマグチショウカイ 福光７０４－５ ３３－４０８８３３－４３４３

かすい電器設備 小鴨５３４－７
０９０－４８０９
－２９７８

２８－２８６８

ウォーターワークス 大河内３６９－２ ２８－５４０９２８－５４０８
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【実施事業】 ※栄養バランスを考えた給食を、各保育所・認定こども園で準備します。 
※延長保育と障がい児保育は全園で実施しています。 
※一時預かり：保育所に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。 
※オープンデー：保育所に入所していない就学前の児童とその保護者に保育所を開放します。 
※ ○は市で実施（委託含む）、□は各園の自主事業です。自主事業の詳細は各園にお問い合わせください。

【市内認可保育所一覧（平成２８．１１．１現在）】

地区名 保育所名 公・私立 定員 所在地 開所時間
（延長時間含む）

特別保育
電話番号

一時預かり 休日保育 オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90新田360―1 7：00～19：00 □ 水曜 26―0066

上井

上井保育園 公立 75福庭町2丁目152 7：20～19：20 木曜 26―0868
あゆみ保育園 私立 60海田西町2丁目251 7：00～19：00 □ 木曜 26―0638
ひかり保育園 私立 30上井町1丁目104 7：15～19：15 2・4木曜 26―1389

西郷
ババール園 私立 90山根425―3 7：00～20：00 ○ ○ 水曜 26―0211
西郷保育園 公立 80下余戸129―1 7：20～19：20 木曜 26―2646

上灘
どんぐり保育園 私立 120上灘町41―1 7：15～19：15 ○ 水曜 22―0252
うつぶき保育園 私立 90東昭和町177―1 7：00～20：00 水曜 22―2933

成徳
倉吉愛児園 私立 80東町342 7：00～19：00 ○ □ 月2回 22―3072
めぐみ保育園 私立 50仲ノ町742―2 7：00～19：00 ○ 火曜 22―3488

明倫
倉吉西保育園 公立 60余戸谷町2970―1 7：20～19：20 木曜 22―2687
ひまわり保育園 私立 60みどり町3180-1 7：10～19：10 □ 木曜 23―0999

灘手 灘手保育園 公立 45尾原500―15 7：20～19：20 木曜 22―5405

社

向山保育園 私立 60和田東町917 7：00～19：00 □ 木曜 23―0836
みのり保育園 私立 90西福守町595 7：00～19：00 □ 月2回 28―0018
社保育園 公立 80国分寺342―11 7：20～19：20 水曜 28―1755

北谷 北谷保育園 公立 45沢谷289―1 7：20～19：20 木曜 28―1416
高城 高城保育園 公立 90上福田1104 7：20～19：20 ○ 木曜 28―2202

小鴨
西倉吉保育園 私立 80西倉吉町2―23 7：00～19：00 □ 2・4火曜 28―2228
小鴨保育園 公立 90中河原551―1 7：20～19：20 ○ 月～金曜 28―2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60鴨河内1731―1 7：20～19：20 木曜 28―0306
関金 関金保育園 公立 90関金町関金宿2830―2 7：20～19：20 ○ 月～金曜 45―2853
【市内認定こども園一覧（平成２８．１１．１現在）】

地区名 園名 公・私立 定員 所在地
開所時間 特別保育

電話
（延長時間含む）一時預かり 休日保育 オープンデー

上井
認定こども園 
鳥取短期大学附属こ
ども園

私立 180福庭854 7：30～19：00 □ 水曜 26-9101

西郷
認定こども園
倉吉東こども園

私立 145上井781-1 7:15～19:15 □ 月2回 26-3436

成徳
認定こども園 
倉吉幼稚園

私立 135仲ノ町742-1 7：30～18：30 □ 金曜 22-4680

明倫
認定こども園 
聖テレジアこども園

私立 114福吉町1376-6 7：30～19：00 □ 月3回 22-4659

《保育所・認定こども園の入所を受け付けています》
�平成２９年４月１日からの支給認定申請・保育所などへの入所申込を受け付けています。

問子ども家庭課（あ２２―８１００／い２２―７０２０）

【入所申込の詳細】

保育所または認定こども園（２号認定・３号認定） 認定こども園（１号認定）

入所申込資格

次のような理由で、保護者が児童を保育（養護と教育）できない家庭
① 昼間、家庭の内外で児童と離れて家事以外の労働をしている。
② 出産の前後である（出産前後各２か月（８週）程度）。
③ 病気やケガ、障がいがある。または常時同居の人の看護、介護

にあたっている。

保育を必要とせず、教育を希望
する家庭

対象児童の年齢 生後５７日目～就学前 ３歳～就学前

受付場所 子ども家庭課または入所を希望する保育所・認定こども園 入所を希望する認定こども園

保育料

次の項目に応じて決定します。
①保護者の市民税の課税額
②子どもの年齢（３歳以上、３歳未満の２区分）
③ 保育に必要な時間（保育標準時間〈１１時間〉、保育短時間〈８時間〉

の２区分）

保護者の市民税の課税額に応じ
て決定します。
※ 給食費などが別途かかります。詳し

くは入所を希望する認定こども園に

お問い合わせください。
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日 日時 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物所

《新しい教育委員が決まりました》
�倉吉市教育委員会は教育長と４人の委員で組織され、教育についての重要な事項などについて審議、決定されます。

問教育総務課（あ２２―８１６５／い２２―１６３８）

《平成２８年度倉吉市表彰式》
長年にわたる市政・市民福祉へのご尽力、寄付金や備品などのご支援に深く感謝いたします。

問総務課（あ２２―８１１２／い２２－１０８７）

　
前
教
育
委
員 

藤ふ
じ
た田 

義よ
し
ひ
こ彦
さ
ん
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
10
月
５
日
付
け
で
、

田た
た
み民 

義よ
し
か
ず和

さ
ん（
大
正
町
）
が
新
し
く

教
育
委
員
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
教
育
長
職
務
代
理
者
に
は
、

宮み
や
ち
か近 

誠ま
こ
とさ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
の
新
体
制

役
職

名
前（
敬
称
略
）

教
育
長

福ふ
く
い井 

伸し
ん
い
ち
ろ
う

一
郎

教
育
長 

職
務
代
理
者

（
委
員
）

宮み
や
ち
か近 

誠
ま
こ
と

委
員

田た
た
み民 

義よ
し
か
ず
和

委
員

仲な
か
だ田 

優ゆ
う
こ子

委
員

福ふ
く
い井 

真ま

き

よ

喜
代

　
平
成
28
年
度
倉
吉
市
表
彰
式
が
10
月

１
日（
土
）に
倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
市
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
多
年
に
わ
た
っ
て
、
市
政
の

発
展
と
福
祉
の
向
上
な
ど
に
多
大
の
ご

貢
献
を
い
た
だ
い
た
個
人
を
表
彰
し
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

■�

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、

そ
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な

ど
の
た
め
、
特
に
功
労
が
顕
著

【
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
】

・
毛も
う
り利 

和か
ず
こ子(

関
金
町
明
高
）

【
学
校
医
と
し
て
保
健
衛
生
の
振
興
発

展
に
貢
献
】

・
森
も
り
も
と本 

英え
い
じ嗣（

明
治
町
）

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
体
育
の

振
興
発
展
に
貢
献
】

・
黒く
ろ
だ田 

多た

み

こ

美
子（
東
町
）

・
桑く
わ
な名 

優ゆ
う
こ子（
北
野
）

・
灘
な
だ
も
と本 

百ゆ

み美（
上
灘
町
）

【
消
防
団
員
と
し
て
災
害
の
防
除
、
生

命
・
財
産
の
保
護
に
貢
献
】

・
池
い
け
も
と本 

隆た
か
し司（
関
金
町
安
歩
）

・
大お

お
い井 

保や
す
た
ろ
う

太
郎（
関
金
町
今
西
）

・
加か
と
う藤 

栄よ
し
た
か隆（
関
金
町
郡
家
）

・
九く

き鬼 

清き
よ
た
か高（
関
金
町
関
金
宿
）

【
交
通
安
全
指
導
員
と
し
て
生
命
・
財

産
の
保
護
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及
に

貢
献
】

・
竺
じ
く
は
ら原 

爲た
め
よ
し善（

福
山
）

・
枡ま
す
だ田 

勝か
つ
し司（

新
町
二
丁
目
）

善
行
表
彰

■�
市
議
会
議
員
で
あ
っ
て
、
通
算
10

年
以
上
在
職
し
、
地
方
自
治
の
振

興
発
展
に
貢
献

・
佐さ
と
う藤 

博ひ
ろ
ひ
で英（

岡
）

・
福
ふ
く
た
に谷 

直な
お
み美（
大
谷
茶
屋
）

■�

市
の
産
業
、
文
化
な
ど
に
関
し
、

そ
の
振
興
、
市
民
福
祉
の
増
進
な

ど
の
た
め
、
そ
の
業
績
が
多
大

【
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
】

・
岸き
し
だ田 

絹き
ぬ
え枝（

明
治
町
）

・
三
み
つ
い
し石 

洋よ
う
こ子（

福
吉
町
二
丁
目
）

【
主
任
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
】

・
岩
い
わ
も
と本 

市ま
ち
え恵（
下
米
積
）

・
山
や
ま
し
た下 

千ち
ゆ
き之（
西
倉
吉
町
）

【
保
護
司
と
し
て
更
生
保
護
活
動
及
び

青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
】

・
稲
い
な
し
ま嶋 

敏と
し
ひ
こ彦（

み
ど
り
町
）

・
高た
か
の野 

光み
つ
あ
き明（

巌
城
）

【
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
体
育
の

振
興
発
展
に
貢
献
】

・
佐さ

さ

き

々
木 

美み

ゆ

き

由
喜（
大
河
内
）

・
桝
ま
す
も
と本 

宏こ
う
い
ち一（
西
町
）

▲

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

田民 義和 教育委員
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中心市街地活性化のため

地域おこし協力隊がやってきた

　地域おこし協力隊として、大阪府堺市出身の杉
すぎなか

中惇
じゅんぺい

平さん（２８）が、１０月

１日付けで就任しました。

　杉中さんは中心市街地の活性化に関する取り組みを、中心市街地活性化協議

会と連携して行います。タウンマネジメントへの参画、イベントの企画・実施、

情報発信を中心に活動する予定です。

石
田
市
長
か
ら
辞
令
の

交
付
を
受
け
る
杉
中

さ
ん（
左
）

▲

杉中惇平（すぎなかじゅんぺい）　昭和６３年５月７日生まれ

２８歳。大阪府堺市出身。前職は、国内アウトドアメーカー

広報部にて勤務。

倉吉の皆さんへ一言

このたび妻と３匹の猫とともに倉吉に移住し

てきました。美しい街並みや豊かな自然など

の魅力を市外の方に発信し、自分のような「倉

吉のファン」を増やすお手伝いをしていきた

いと思います。どうぞよろしくお願いします。

問総合政策課（あ２２－８１６１／い２２－８１４４）

　
平
成
29
年
倉
吉
市
成
人
式
を
開
催
し

ま
す
。
式
典
の
ほ
か
、
成
人
式
実
行
委

員
会
に
よ
る
記
念
行
事
や
写
真
撮
影
を

企
画
し
て
い
ま
す
。
ご
家
族
や
地
域
の

皆
さ
ん
も
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
現
在
倉
吉
市
に
住
民
登
録
の
あ
る

人
・
電
話
な
ど
で
受
付
さ
れ
た
人
に
、

11
月
下
旬
に
案
内
状
を
発
送
し
ま
す
。

※�

現
在
、
住
民
登
録
の
な
い
人
で
、
倉
吉
市

成
人
式
へ
の
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日�

平
成
29
年
１
月
３
日（
日
）
午
後
１

時�

半（
受
付
は
午
後
０
時
半
～
）

所
県
立
倉
吉
体
育
文
化
会
館
体
育
館

【
対
象
】平
成
８
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※�

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
課（
あ
22

－

８
１
６
７
／
い
22

－

１
６
３
８
）

平成２９年倉吉市成人式ご案内
※会場を県立倉吉体育文化会館に変更します。
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市議会報告

 9月定例会

　
平
成
28
年
９
月
第
５
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
９
月
５
日（
月
）か
ら
９
月
29
日（
木
）ま
で
開
催
さ
れ
、

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
立
図
書
館
な
ど
で
、
12

月
下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。

問
議
会
事
務
局（
あ
22
ー
８
１
４
５
／
い
22
ー
８
１
４
６
）

（独）工業所有権情報・研修館事業

～有料広告募集中～

【大きさ（縦×横）】

１号：５ｃｍ×１８ｃｍ

２号：５ｃｍ×９ｃｍ

３号：５ｃｍ×６ｃｍ

【掲載料】

１号：30,000円／回

２号：15,000円／回

３号：10,000円／回

平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
、
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
審
議

■
報
告
■

【
報
告
受
理 

４
件
】

●�

平
成
27
年
度
健
全
化
判
断
比
率
及
び

平
成
27
年
度
資
金
不
足
比
率

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
）

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
）

●�

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分（
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
）

■
認
定
■

【
認
定 

16
件
】

●�

平
成
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
ほ
か
15
件

■
議
案
■

【
原
案
可
決
及
び
認
定 

１
件
】

●�

平
成
27
年
度
水
道
事
業
会
計
利
益
の

処
分
及
び
決
算
の
認
定

【
原
案
可
決
　
５
件
】

●�

平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

●�

平
成
28
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

●�

平
成
28
年
度
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
１
号
）

●
税
条
例
等
の
一
部
改
正

●
財
産
の
処
分

【
同
意 

３
件
】

●
功
労
表
彰

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
議
会
発
議
■

【
原
案
可
決 

２
件
】

●�

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係

る
意
見
書
提
出

●�

参
議
院
選
挙
に
お
け
る
合
区
の
解
消

を
求
め
る
意
見
書
提
出

■
陳
情
■

【
採
択 

１
件
】

●�

少
人
数
学
級
の
推
進
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
に
係

る
意
見
書
提
出

【
趣
旨
採
択 

１
件
】

●
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
制
定

【
研
究
留
保 

１
件
】

●�

中
国
共
産
党
政
府
に
よ
る
法
輪
功
迫

害
の
停
止
と
臓
器
の
強
制
摘
出
の
停

止
の
た
め
日
本
政
府
の
正
義
の
行
動

を
求
め
る
意
見
書
提
出
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2016.12（20）

《新しい民生委員・児童委員・主任児童委員の皆さんを紹介します》
�住民の立場に立った相談・支援活動を行い、地域や住民の福祉の向上に努めます。お気軽にご相談を。
問福祉課（あ２２―８１１８／い２２―７０２０）

 

担
当
地
区

氏
名
（
敬
称
略
）

上北条

穴
窪
・
大
塚

山
脇 

敏
夫

中
江
・
中
江
西

藤
井 

和
次

井
手
畑
・
下
古
川

明
場 

曉
美

新
田

伊
東 

滋

小
田
・
古
川
沢

岸
田 

佳
人

小
田
東

谷
村 

操

《
主
任
児
童
委
員
》

岩
間 

隆
二

安
田 

都
子

上井

清
谷

福
井 

章
人

清
谷
町
１
・
２

谷
田 

美
佐
男

福
庭
町
１
・
２

藤
井 

廣
行

福
庭
町
１
・
２

清
水 

保
彦

福
庭
・
福
庭
東

村
本 

健
一

海
田
東
町
・
河
北
団
地

伊
藤 

一
行

海
田
西
町
２
・
河
北
町

伊
藤 

陽
子

海
田
西
町
１

奥
田 

伸
秋

海
田
南
町
・
天
神
町

廣
田 

治

大
平
町
・
上
井
旭
北

石
川 

康
子

上
井
旭
東
・
上
井
旭
南

山
本 
昭
一

上
井
旭
西

小
川 
聰

上
井
柳
町

入
江 

安
江

上
井
本
町(

１
～
７
班)

竹
森 

信
幸

上
井
本
町(

８
～
10
班
）

ミ
サ
ワ
カ
レ
ン
ト
ス
ク
エ
ア

向
井 

恵
美
子

上
井
町
１
東

上
野 

忠
義

上
井
町
１
西

池
口 

清
信

《
主
任
児
童
委
員
》

河
﨑 

教
次

礒
江 

ち
づ
る

西郷

山
根

中
山 

泰
一

山
根
茶
屋

武
田 

美
登
里

伊
木(

県
道
か
ら
西)

田
中 

英
也

伊
木(

県
道
か
ら
東)

涌
嶋 

清
吉

八
屋

松
原 

昭
仁

下
余
戸

吉
川 

裕

上
余
戸
・
栗
尾

野
口 

貴
子

上
余
戸
住
宅
・
虹
ケ
丘
町

丸
岡 

明
美

大
原
・
広
栄
町

山
﨑 

幸
代

《
主
任
児
童
委
員
》

藤
井 

忠
篤

向
井 

久
美
子

上灘

円
谷
町

井
上 

靖

米
田
町
（
３
～
７
、
13
、
17
、 

19
～
21
班
）

前
田 

啓
子

（
１
、２
、８
、９
、
14
、 

15
、
22
班
）

宮
本 

淑
子

米
田
町
２

担
当
地
区

氏
名（
敬
称
略
）

明倫
《
主
任
児
童
委
員
》

井
尾 

雅
一

灘手

北
面
・
穴
沢

田
中 

眞
弓

別
所
・
穴
田
・
鋤

明
里 

佐
代
子

谷
・
津
原

秋
久 

重
規

尾
原
・
半
坂

筏
津 

豊
秋

《
主
任
児
童
委
員
》

伊
藤 

茂
代

小
川 

す
ず
子

社

上
神
・
寺
谷

伊
藤 

や
よ
い

大
谷
・
大
谷
茶
屋

藤
井 

久
美
子

和
田
・
不
入
岡

中
森 

清

和
田
東
町
・
馬
場
町

中
川 

和
郎

国
府
・
大
沢

小
谷 

秀
昭

国
分
寺
・
福
光

吉
田 

貴
子

秋
喜
・
秋
喜
西
町
・
秋
喜
新
町

川
本 

紀
子

横
田
・
黒
見

矢
城 

良
太
郎

西
福
守
町

堀 

康
生

西
福
守
町

《
主
任
児
童
委
員
》

門
脇 

志
伸

小
谷 

貞
代

北谷

三
江
・
才
ケ
崎

岩
垣 

和
久

福
本
・
福
富

新
田 

友
昭

尾
田
・
仙
隠
・
横
谷

山
尾 

憲
治

志
津
・
藤
井
谷

進
木 

隆
信

沢
谷
・
杉
野

野
嶋 

和
明

忰
谷
・
中
野
・
長
谷

藤
井 

泰
則

森
・
大
河
内
・
つ
つ
じ
ヶ
丘
・
汗
干

森
本 

伸
一

《
主
任
児
童
委
員
》

森
下 

妙
子

高城

下
米
積
・
下
福
田

山
﨑 

晴
美

上
米
積
本
郷
・
西
・
東

尾
﨑 

潤
二

上
福
田
・
妻
ノ
神

杉
本 

信
樹

勝
負
谷
・
昭
和
・
今
在
家

市
田 

孝
憲

服
部
・
旭
原

木
村 

繁

桜
・
河
来
見

難
波 

孝
幸

福
積
・
岡
・
般
若
・
椋
波

西
尾 

文
康

大
立
・
横
手
・
上
大
立
・
立
見

河
野 

正
人

若
葉
町
１
・
２

中
江 

道
恵

《
主
任
児
童
委
員
》

石
脇 

勝
江

佐
藤 

洋
子

小鴨

長
坂
町
・
長
坂
新
町

谷
口 

詠
子

富
海
・
下
大
江
・
東
鴨
新
町

牧
田 

映
子

弓
削
・
大
宮
・
岩
倉

堀 

東

担
当
地
区

氏
名（
敬
称
略
）

小鴨

小
鴨

西
嶋 

尊
昭

天
神
野
・
西
鴨

中
尾 

美
千
代

中
河
原

清
水 

寛

中
河
原
２

森 

眞
壽
美

生
田

難
波 

誠

丸
山
町
・
打
吹
団
地

岡
本 

和
夫

西
倉
吉
町

佐
々
木 

一
美

福
守
町

陶
山 

英
雄

鴨
川
町
・
鴨
川
町
南

髙
橋 

ま
ゆ
み

北
野
・
北
野
住
宅

熊
谷 

照
恭

《
主
任
児
童
委
員
》

仲
田 

美
千
代

松
山 

博

上小鴨

蔵
内
・
上
古
川
住
吉

藤
井 

大
輔

上
古
川

海
地 

清

石
塚
・
福
山

安
梅 

和
惠

中
田

清
水 

貢

若
土

市
川 

多
加
子

生
竹
・
生
竹
仙
隠
・
耳

若
林 

克
行

広
瀬

藏
増 

義
幸

《
主
任
児
童
委
員
》

牧
田 

成
人

馬
西 

祐
貴
子

関金

笹
ヶ
平･

野
添･

小
泉･

米
冨･

福
原

天
野 

幸
男

明
高

福
永 

八
千
代

堀(

陽
西･

陽
中･

高
助･

崩･

鴨
ヶ
丘･

堀
団
地)

笠
原 

宣
幸

堀(

鍛
冶
屋･

下
堀･

野
田
原)

鎌
田 

鈴
江

今
西･

堀(

清
水･

荒
田･

和
谷)

池
谷 

泰
一

泰
久
寺

瀬
尾 

学

松
河
原(

上
部･

本
村)

金
光 

京
子

松
河
原(

井
手･

山
新･

開
田)

藤
井 

政
行

大
鳥
居(

上
部･

前
条･

駅
上)

次
郎
丸 

長
慶

大
鳥
居(

栄
町･

駅
前･

八
王
子)

杉
山 

桂
子

大
鳥
居(

開
田･

朝
干･

新
田･

農
大)

真
柴 

政
博

安
歩

岸
本 

憲
次
郎

関
金
宿(

金
谷･

金
谷
団
地･

 

マ
ロ
ニ
エ
団
地)

古
澤 

康
利

関
金
宿(

本
町･

大
坪
団
地)

髙
多 

俊
子

関

金

宿(

上

町･

中

町･
 

城
山･

滝
川･

滝
川
団
地)

牧
田 

皓
司

郡
家･

関
金
宿(

大
坪･

曽
谷)

荒
益 

裕
子

山
口

堀
川 

裕
道

《
主
任
児
童
委
員
》

鳥
飼 

育
子

小
谷 

鈴
子

担
当
地
区

氏
名（
敬
称
略
）

上灘

駄
経
寺
町
・
駄
経
寺
町
２
・
新
陽
町

森
本 

則
夫

下
田
中
町

中
瀬 

元
一

上
灘
町

森
本 

寛
子

東
巌
城
町

椿 

知
江

田
内

髙
嶋 

京
美

昭
和
町
１
・
２

山
下 

陽
子

東
昭
和
町
・
南
昭
和
町

山
本 

和
司

三
明
寺
東

山
田 

優

見
日
町

谷
口 

豊
加

三
明
寺
西

藤
原 

孝
治

幸
町

向
井 

純
悟

《
主
任
児
童
委
員
》

松
尾 

和
世

河
本 

睦
美

成徳

住
吉
町

穐
久 

仙
十
郎

湊
町

板
見 

美
保
子

東
町

黒
田 

多
美
子

葵
町
・
魚
町

小
坂 

明
人

仲
ノ
町
・
西
仲
町
・
西
町

前
田 

由
文

荒
神
町
・
研
屋
町

山
口 

明
茂

宮
川
町
・
宮
川
町
２

坂
上 

照
子

堺
町
１
・
２

本
内 

俊
彦

堺
町
３
・
明
治
町
２

富
盛 

美
幸 

明
治
町

岸
本 

隆
江

大
正
町
・
大
正
町
２

田
中 

俊
幸

新
町
１
・
東
仲
町

桑
田 

幸
子

新
町
２
・
３

山
岡 

信
博

《
主
任
児
童
委
員
》

井
中 

玉
枝

松
本 

直
幸

明倫

福
吉
町

高
井 

康
子

福
吉
町
２

小
田 

美
代
子

旭
田
町

坂
本 

福
朗

金
森
町

井
中 
正
夫

瀬
崎
町

荒
井 
富
佐
子

東
岩
倉
町
・
西
岩
倉
町

池
本 

義
雄

越
中
町

山
本 

譲

越
殿
町

田
中 

昭
子

広
瀬
町

竺
原 

修
一

鍛
冶
町
１
・
２

竺
原 

雄
一

河
原
町

天
野 

正
弘

余
戸
谷
町

徳
永 

秀

八
幡
町

竹
中 

京
子

み
ど
り
町

江
本 

恵
子

《
主
任
児
童
委
員
》

宍
戸 

敬
子

定数： 166人（民生児童委員 140人、主任児童委員 26人）任期 : 平成 28年 12月 1日～平成 31年 11月 30日 
※ 西福守町の民生委員・児童委員 1人と北谷地区の主任児童委員 1人については現在選考中
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■マイナンバーの記載が必要となる主な申告書

　平成２８年分以降の所得などに関する申告書につ

いては、マイナンバーの記載が必要となります。

主なもの：所得税・住民税・贈与税・相続税など

■本人確認について

　申告書を提出する際は、なりすましを防止する

ための本人確認（番号確認と身元確認）を行うため

の書類が必要です。

　ただし、マイナンバーカードがあれば、本人確認

もカード１枚で可能となり、ＩＣカードリーダライ

タを準備すれば、自宅などのパソコンから所得税の

申告を行うことができます。

■マイナンバーカードの申請をしましょう！

　マイナンバーカードの交付には、申請が必要です。

【申請方法】

① 郵送で申請

　「マイナンバーカード申請書」に、署名または

記名・押印し、自身の顔写真を貼り、返信用封筒

に入れて郵便ポストに投函します。

② オンラインで申請

　申請用のウェブサイトにアクセスし、必要事項を入

力の上、顔写真のデータを添付した後に送信します。

　スマートフォンの場合は、交付申請書のＱＲコー

ドから申請用ウェブサイトにアクセスできます。

※�住所・氏名などに変更があるときは、変更後の申請書が

必要です。市民課で発行しますので、本人確認のできる

ものを持っておいでください。

※�申請から交付まで約１か月かかります。ただし、申請に

不備などがあれば１か月以上かかります。

知っとこ！
マ
イ
ナ
ち
ゃ
ん

マイナンバー

　平成２９年１月以降から、税務関係書類への 

マイナンバーの記載が本格化されます。
税の申告について問倉吉税務署�（あ２６－２７２１）、税務課（あ２２－８１１４）
マイナンバーカードの申請について問市民課（あ２７－０００７、あ２２－８１５５）

マイナンバーカード申請書�
※切り取って使用

ＱＲコード

※�マイナンバーカードの発行に伴い、住民基本台帳カードの発行と住民基本台帳カードに搭載された電子証明書の発行・
更新業務は終了しました。住民基本台帳カードの電子証明書が失効している人や今後失効となる人でｅ－Ｔａｘを利
用される人は、お早めにマイナンバーカードの申請を行ってください。

倉吉市越中町2095-1

・ マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認、身元
確認）が可能

・ 自宅などから e-Tax で送信すると、本人確認書類の提示
や写しの提出は不要

マイナンバーカードを持っている人の本人確認

マイナンバーカードを持っていない人の本人確認

番号確認書類�※本人のマイナンバーを確認できる書類
下記のうちいずれか一つ ※�マイナンバーの記載があるもの
・通知カード
・ 住民票の写し
・ 住民票記載事項証明書

身元確認書類�※�記載したマイナンバーの持ち主である
ことを確認できる書類

（顔写真あり）
・運転免許証
・パスポート
・身体障害者手帳

など一つ

（顔写真なし）
・ 公的医療保険被保険

者証
・年金手帳

など二つ

または

プラス



日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物
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お知らせ information

市議会１２月定例会が開
催されます

月
・
日
曜

会議 
区分

時間 内容

12
／
12
月 本会議

午前 
10時

議案の上程、 
提案理由の説明

13 火 〃 〃
市政に対する 
一般質問

14 水 〃 〃 〃

15 木 〃 〃 〃

16 金 予備日

17 土 休会

18 日 〃

19 月 本会議
午前 
10時

付議議案に対
する質疑～委員
会付託

20 火 委員会

21 水 本会議
午前
10時

委員長報告～ 
付議議案の討
論・採決

※�会派質問（１２月１３日～１５日）の順序は次のと

おり。①新政会②くらよしアイズ・倉吉自

民共同③公明党・グリーン共同④市民共同

※�順番は変わることがあります。また、１人

会派議員および無所属議員は、会派質問

の後、質問を行います。

■�����日本海ケーブルネットワークでの手

話通訳および常任委員会の録画放送

は行いません。

⨈⨈議会事務局（あ２２－８１４５／い２２－
８１４６）

障がい者福祉についての
関心・理解を深めましょう

　１２月３日～９日の障害者週間

にあわせて、中部障がいフォーラ

ムを開催します。

■中部障がいフォーラム２０１６

～自分らしく活動したいあなたと、

がんばる自分を伝えたいあなたへ～

日�１２月１１日（日）

午前１０時～午後３時

所上灘公民館

料入場無料

⨈⨈福祉課（あ２２－８１１８い２２－７０２０）

国民健康保険料の口座振
替は預貯金通帳で確認を

　これまで、国民健康保険料を口

座振替で納付している人へ毎年１

月に送付していた「口座振替納付

済通知書」を、平成２８年度より

廃止します。今後はお手持ちの預

貯金通帳への記帳にてご確認くだ

さい。確定申告などに国民健康保

険料を社会保険料控除として申告

する場合は、納付額（口座振替額）

を記載すれば証明書の添付は必要

ありません。

　納付額がわからない場合は世帯

主または同一世帯の人からお問い

合わせください。

⨈⨈保険年金課（あ２２－８１２４／い２２－
２９５４）

建物の異動があったとき
は税務課に連絡を！

　固定資産税は毎年１月１日現在

の状況によって課税を行います。

　建物の新築や増築、建物の一部

や全部を取り壊したときは、翌年

度から固定資産税が変更になりま

すので、早めに税務課にご連絡く

ださい。

建物の用途変更も連絡を

　建物だけでなく、土地の税額も

変更になる場合があります。

　なお、未登記建物の所有者を変

更するときは、未登記家屋所有権

移転申請書を提出してください。

⨈⨈税務課（あ２２－８１１４／い２２－１０８７）

就職支度金支給制度を
ご利用ください

　新規に学校を卒業する人のうち

身体に障がいのある人などを対象

に、就職の準備のための就職支度

金を支給します。

①～③を全て満たす人が対象です

①次のいずれかに当てはまる人

・�身体障害者手帳、療育手帳、精

神障害者保健福祉手帳のいずれ

かを所有する人

・�統合失調症などの精神疾患の診

断を受けている人

・�「旧地域改善対策特定事業に係る

国の財政上の特別措置に関する

法律」に規定する対象地域に居

住する、または居住していた人

②⨈新規に県内の中学校・高等学校・

特別支援学校を卒業する人、ま

たは各種学校・専修学校などを

修了し、卒業・修了の翌月末まで

に初めて就職が決定（内定）した

人で、次の全てに当てはまる人

・�公共職業安定所、または卒業（修

了）した学校の紹介であること

�・�常用雇用者（雇用期間が１年以上

の契約社員を含む）であること

③⨈保護者または世帯主が倉吉市内

に住所を有する人

【金額】２万５千円

【申請期限】２月２５日（土）

※�申請書類などは、中学校・高等学校、各

人権文化センターなどで入手できます。

申問人権局（あ２２－８１３０／い２２－

８１３５）

除雪作業にご協力を　　 ⨈建設課（あ２２―８１６９／い２２―８１７９）

■�道路に覆いかぶさる樹木や竹、路面からの高さが４ｍ以下の有線放送

の線などは、降雪期までに点検し、撤去や補修をお願いします。

■�路上駐車や車両の路上放置は絶対にやめてください。

■�生活道路の除雪は、地域の皆さんのご協力をお願いします。

■�個人からの除雪の要望はお受けできませんのでご了承ください。

１２月２８日（水）は固定資産税第３期の納期限です
　納付書を紛失された場合には税務課へご連絡ください。　　　　　　　問税務課（あ２２ー８１１４／い２２ー１０８７）
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中小企業などの 
販路開拓を支援します

　中小企業などの商品・製品など

の販路開拓を支援します。

【対象】市内に主た

る事業所または工

場を有する中小企

業者など

【補助対象】

１��展示商談会で商品などを展示、

または紹介する事業

２��市外で実施するメディアを使

用して広く商品などを紹介す

る事業

※�平成２９年３月３１日までに行われる事業

が対象となります。

【補助金額】補助対象経費の３分の２

※上限４０万円

【申請方法】事業実施前に申請

※申請前に必ず商工課へご相談ください。

※�申請書は市のホームペー

ジからダウンロードでき

ます。

【申請期間】随時受け付けます。

※�予算がなくなり次第、申請受付終了

申⨈商工課（あ２２－８１２９／い２２－８１３６）

地域資源を使った商品
などの開発を支援します

　地域資源（農林水産物、鉱工業品、

技術、観光資源など）を使った新商

品・新サービスの開発を支援します。

連携型

【対象事業】２者以上で構成する連

携体（農林漁業者と中小企業者、

または市内事業所２者以上など）

【補助金額】補助対象経費の３分の２

※上限２０万円

単独型

【対象事業】市内事業者１者が行うもの

【補助金額】補助対象経費の２分の１

※上限１０万円

共通

【補助対象経費】謝金、旅費研究開

発・商品開発費など

【申請方法】事業実施前に申請

※�申請前に必ず商工課へご相談ください。

※�申請書は市のホームペー

ジからダウンロードでき

ます。

【申請期間】随時受け付けます。

※�予算がなくなり次第、申請受付終了

申問商工課（あ２２－８１２９／い２２－８１３６）

倉吉市緊急通報システム
事業について

　一人暮らしの高齢者などが地域

で安心して暮らせるよう緊急通報

システム事業を行っています。

　急病や相談がある場合に緊急通

報装置のボタンを押すと受信セン

ターにつながります。

【対象者】一人暮らしの高齢者、重

度身体障がい者など

【負担額】設置に伴う費用は、市民

税非課税世帯は無料、課税世帯は

所得に応じた負担があります。

※バッテリー交換時に費用負担が必要

申問長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－

２９５４）または、マグノリア地域包括支援セ

ンター（担当地区：上北条・上井・西郷・上灘・

成徳・明倫・灘手�あ２６－３９２２）、かもが

わ地域包括支援センター（担当地区：社・北

谷・高城・小鴨・上小鴨・関金�あ４５－

３８８８）

平成２９年度就学援助 
受給希望の受け付け開始

　経済的な事情がある場合に、小・

中学生の学用品購入費など学習に

必要な費用の一部を援助します。

【対象となる家庭】

・市民税が非課税の家庭

・�児童扶養手当を受給している家庭

・�そのほか経済的な事情がある家庭

【申込方法】入学予定または通学先

の小・中学校へ申し出てください。

【申請期限】１月１３日（金）

※�申請期限後も随時受け付けますが、申

請が遅くなると援助額が減額となる場

合がありますので、ご注意ください。

⨈問学校教育課（あ２２－８１６６／い２２－
１６３８）
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2016.12（24）

防災行政無線・戸別受
信機の取り扱いについて

戸別受信機は１台を貸与します

　戸別受信機は、市に住民票があ

る世帯主へ無償で１台貸与を行っ

ています。

　未設置の人は、ぜひ戸別受信機

の設置をお願いします。

市外へ転出の場合は返却を

　市外へ転出される場合は、市へ

返却していただきます。アパート

などへ置いたままにして転出しな

いでください。

市内転居の場合は設定変更を

　また、市内で転居される場合に

は、自治公民館グループの設定変

更が必要になります。

　住所変更届の際に市民課窓口で

戸別受信機処理対応表にご記入く

ださい。

戸別受信機は災害時の

情報入手手段にもなります

　戸別受信機は、充電式乾電池の

使用で停電時でも放送が聞くこと

ができ、災害時などに情報を入手

する一つの手段となります。

戸別受信機を利用した

自治公民館放送などが可能です

　専用の自治放送器や固定電話・

携帯電話を利用して、自治公民館

放送ができるシステムです。

　災害などの停電時でも、電話回

線が使用できれば放送が可能で

す。自治公民館で相談のうえ、ご

利用を検討してください。

申⨈防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－
１０８７）※戸別受信機の故障などについて

は、倉吉市防災行政無線サポートセンター�

（あ２７－０１５３）

飼い猫の避妊・去勢手
術助成の応募について

　（公社）鳥取県獣医師会では、む

やみに子猫を産ませないために、

猫の避妊・去勢手術に助成を行っ

ています。

【募集数】先着２００頭�※１家族２頭まで

【募集期間】１２月２日（金）～

【応募方法】かかりつけまたは近く

の動物病院に飼い主の住所、氏名、

連絡先と、猫の性別・名前を伝え

て申込みください。

※�募集枠がいっぱいになったときは、動物

病院が申し込みのときにお伝えします。

　申し込み終了後、３月１５日（水）

までに手術を受けてください。

【助成額】

メスの避妊 4,000円

オスの去勢 2,000円

⨈⨈公益社団法人鳥取県獣医師会（あ０８５７
－５３－４３００／い０８５７－３０－１１７０）

物品、役務などの入札
参加資格申請受付

　市が発注する製造の請負、物品

の売買および修理、役務の提供（測

量などのコンサルタント業務に係

るものを除く）、物品の賃貸に係

る入札参加資格審査申請書の受付

を行います。

　平成２９年度から、役務の提供

などの入札参加を希望する場合に

は、入札参加資格の登録が必要に

なります。資格審査を希望する場

合は、申請書類を提出してください。

【資格有効期間】平成２９年度～

平成３１年度

【申請書類】会計課に

備え付けのものか、市

ホームページからダウ

ンロードしてください。

【受付期間】１２月１日（木）～

１月１３日（金）

【受付場所】会計課

【提出方法】持参、郵便または信書

申⨈会計課(〒６８２－８６１１葵町７２２／あ
２２－８１５４／い２２－８６１１）

お知らせ information

国民年金保険料は社会
保険料控除の対象です

　納めた国民年金保険料は、健康

保険や厚生年金などの社会保険料

を納めた場合と同様に、社会保険

料控除としてその年の課税所得か

ら控除され、税額が軽減されます。

【控除対象】

・�平成２８年１月～１２月に納め

られた保険料の全額

・�過去の年度分や追納された保険

料も対象となります。

・�家族の負担すべき国民年金保険

料を支払っている場合は、合わ

せて控除が受けられます。

【控除を受けるには】

　平成２８年中に納付した国民年

金保険料について、社会保険料控

除を受けるためには、年末調整や

確定申告を行うときに、領収証書

など保険料を支払ったことを証明

する書類の添付が必要です。

　このため、平成２８年１月１日

から９月３０日までの間に国民年

金保険料を納付した人には、１１

月上旬に日本年金機構から「社会

保険料（国民年金保険料）控除証明

書」が送られます。申告書を提出

する際は、必ずこの証明書または

領収証書を添付してください。

　なお、平成２８年１０月１日か

ら１２月３１日までの間に、今年初

めて国民年金保険料を納めた人へ

は、証明書が翌年の２月上旬に送

られます。

　税法上とても有利な国民年金は、

老後はもちろん不慮の事故など

万一のときにも心強い味方となる

制度です。

　保険料は納め忘れのないように

しましょう。

⨈⨈日本年金機構倉吉年金事務所（あ２６－
５３１１／い２６－１７４２）、保険年金課（あ

２２－８１２４／い２２－２９５４）
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行政相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室

日１２月１９日（月）午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター

日１２月２２日（木）午後１時～３時
⨈⨈総務課（あ２２－８１１２）
くらよし農家相談会
日１２月２１日（水）午前９時～午後３時

所�市役所北庁舎会議室
⨈⨈農林課（あ２２－８１５７）、または農業委

員会事務局（あ２２－８１７１）

人権相談所

【倉吉会場】市役所第３会議室

日１２月１９日（月）午後１時～３時

【関金会場】高齢者生活福祉センター

日１２月９日（金）午後１時～４時
⨈⨈総務課（あ２２－８１１２）
市民生活相談窓口
⨈⨈地域づくり支援課（本庁舎３階／あ２２

－２７１７）

司法書士による無料法律相談会

日１２月２７日（火）午後４時～６時

所�倉吉市文化活動センター�

（リフレプラザ）２階�第５会議室

申⨈鳥取県司法書士会（あ０８５７－２４－
７０２４）�※前日までに要予約

多重債務・法律相談会�※要事前予約

日�１２月９日（金）午後１時半～４時

所中部総合事務所２０４会議室

日１２月２３日（金・祝）午後１時半～４時

所�倉吉交流プラザ
⨈⨈�中部消費生活センター（あ２２－３０００）
全国一斉労働相談ダイヤル

日�１２月６日（火）～７日（水）�

午前１０時～午後７時

相談番号�０１２０－１
いこうよ

５４－０
れんごうに

５２
※通年的に使用できるフリーダイヤルです。

⨈連合鳥取事務所（あ０８５７－２６－６６０５）

年末年始における各種犯罪に注意

　年末年始は、人や車の動きがあ

わただしくなり、下記のような犯

罪が起こりやすい時期です。

・⨈金融機関やコンビニエンススト

アなどをねらった強盗事件

・⨈高齢者をターゲットにした振り

込め詐欺などの特殊詐欺

・⨈空き巣・ひったくり・車上ねら

いなどの犯罪

・⨈悪質商法

　外出時には必ず戸締まりを行う

など、一人一人が防犯意識を高

め、被害に遭わないように心掛け

ましょう。

２６－７１１０

TOTTORI POLICE

倉吉警察署から市民の皆さんへ

　１２月１２日（月）から２１日（水）まで年末の交通

安全県民運動が実施されます。平成２８年１月１日

から１０月末までの間、県内の交通事故の発生件数

は、７８０件（うち市内の交通事故件数７９件）で、

これらの事故による死者数は、１７人（市内の交通

事故死者数１人）となっています。

　交通安全に対する意識・向上を図り、交通ルール

の遵守と正しい交通マナーの実践を習慣付けること

により、交通事故防止の徹底を図りましょう。

交通安全啓発物品を提供します

　市では交通安全講習会などを実施する団体などに

啓発物品を提供しています。数・種類に限りがあり

ますので、事前に

ご連絡ください。

１２/１２～２１は年末の交通安全県民運動期間です　　⨈防災安全課（あ２２－８１６２／い２２－１０８７）

募集 collect

倉吉市職員（土木技師）を 
募集します

【採用予定人数】土木技師１人程度

【申込期間】１２月５日（月）～１月６日（金）

【応募資格など】「受験案内」をご覧

ください。

【第１次試験】

日１月２２日（日）

所�※受験申込者に通知します。

【受験案内の配布場所】職員課、市

民課、市立図書館、関金支所

申問職員課（あ２２－８１６４／い２２－１０８７）

チャレンジショップ 
「あきない塾」出店募集

　独立開業を目指しませんか。

所東仲町２６０４－１

【募集スペースと使用料（月額）】
店舗1 19.68㎡ 5,500円
店舗2 17.17㎡ 4,800円
店舗3 19.50㎡ 5,400円

※�光熱費、上下水道使用料、共益費は

出店者の負担

【出店者条件】新規開業を目指す人

※�公序良俗に反する業種、居酒屋など酒

類を提供する業種は不可

【契約期間】６か月※１回に限り契約更新可

【募集期限】１月２７日（金）まで

【申込方法】倉吉商工会議所に設置

の用紙でお申し込みください。

申⨈倉吉商工会議所（あ２２－２１９１／い２２－
２１９３）

アザレアのまち音楽祭を 
一緒に作りましょう！

　「アザレアのまち音楽祭」は、県

内有数の芸術祭として３０年以上

継続され、毎年１か月半にわたっ

て数々の公演を行っています。

　アザレアのまち音楽祭企画実行

委員会では、新規にやる気のある

企画実行委員を募集しています。

　音楽祭に参画する楽しさとボラ

ンティア活動の真髄が味わえます。

詳細は、お問い合わせください。

⨈⨈アザレアのまち音楽祭企画実行委員会
事務局（あ／い２３－６０９５）
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日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

EVENT�INFORMATION

まちのイベント

コミュニティプラザ百花堂 展覧会・展示会
開催日 催事内容

12/7（水）～12（月） たすく手織工房 吉
よ し だ

田公
こうのすけ

之介 織展

12/14（水）～19（月） ありのみ工房 古
ふるさわ

澤順
じゅんこ

子個展

12/21（水）～26（月） 小
お ば ら

原雅
ま さ や

也 個展

⨈⨈コミュニティプラザ百花堂（あ２２－６８１１）

アミティエ・フェスタ
日１２月１１日（日）�午前１０時～午後２時�※悪天候時変更あり

所人と動物の未来センター・アミティエ

【内容】犬のしつけ方教室、譲渡説明、保護動物と

のふれあい、クリスマスリース作りなど

※詳細はホームページをご覧ください。

⨈（公財）動物臨床医学研究所（あ２６－０８５１）

放送大学で学びませんか
　テレビ放送やインターネットを利用した通信制

の大学です。働きながら学んで大学を卒業したい、

学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で幅広い

世代・職業の人が学んでいます。

～大学説明会・入学相談会～

日１月１５日（日）、３月１２日（日）午後１時～４時

所倉吉交流プラザ

～４月入学生を募集しています～

⨈■出願期間⨈⨈【第１回】１２月１日（木）～２月２８日（火）�

【第２回】３月１日（水）～３月２０日（月・祝）

⨈問放送大学鳥取学習センター（あ０８５７－３７－２３５１）

鳥取看護大学・日本災害看護学会共催�

災害看護フォーラム�

「みんなで語ろう災害復興への知恵」
　災害復興に向けて官民が一体となり看・学との

連携を強化して地域で取り組むことが重要です。

その方策を探るため、フォーラムを開催します。

日１２月１８日（日）午後１時～４時�※受付午後０時半～

所鳥取看護大学・鳥取短期大学シグナスホール

【内容】

■⨈講演「災害看護の過去・現在・未来

～災害復興の事例をまじえて～」

　講師：⨈小
お

原
はら

真理子さん（日本災害看護学会教育

活動委員会理事、日本赤十字看護大学特

任教授）

■⨈フォーラム「みんなで語ろう生活復興に向けての知恵」⨈

話題提供者（予定）：⨈鳥取県危機管理局、鳥取県看

護協会災害支援ナース、倉吉市

自治公民館代表、鳥取看護大学

　司会：⨈齋
さい

藤
とう

正子さん（日本災害看護学会教育活

動委員会、東京家政大学）

料参加無料／【定員】先着４０人／【申込方法】電話

【申込締切】１２月９日（金）

申⨈鳥取看護大学事務室（あ２７－２８００）

明高新そばまつり
日１２月４日（日）午前１０時～午後２時

所水車の郷体験工房（関金町明高）

当日限定メニュー�※数量限定

明高けんちんそば�８００円

明高鴨そば�１，０００円

【内容】きねつきもち販売（１０：３０～）、ぜんざ

いのふるまい（１１：００）、手づくり豆腐・地元

農産品・加工食品の販売など

問水車の郷体験工房�石臼の会（あ４５－１１２８）

福祉の店ふらっぷ21冬のふれあいバザー
　福祉施設などで製作された木工品、陶芸品、手芸品、

野菜、食品加工品、手作りお菓子などを販売します。

日１２月１５日（木）～１６日（金）午前１０時～午後６時

所パープルタウン�１階パータン広場

⨈福祉の店ふらっぷ２１（あ２３－５３５４）



（27）平成 28.12

日 日時 所 場所 申 申込先料 料金 持 持ち物

から
のお知らせ

伯耆しあわせの郷�指定管理者：旭ビル管理株式会社

⨈小田４５８（あ２６－５５８１／い２６－５６３３）⨈

【利用時間】午前９時～午後８時⨈【休館日】⨈月曜日

■受講生募集　※12月1日（木）から受け付け開始。

教室名 開催日など 定員 受講料

Café風ごはんでLunch！�
「パエリアほか」

12月10日（土）
10:00～13:00

先着
24人

550円
※要材料費

韓国料理教室 
「キムチ作り」※要問合

12/16（金）～18（日）
※要3日間出席
10:00～13:00

先着
28人

1,100円
※要材料費

そば打ち教室
「年越しそばを打とう！」

12月23日（金）
10:00～13:00

先着
15人

550円
※要材料費

ダンスエアロビクス教室
（全10回）

1～3月・毎週土曜日
10:15～11:15

先着
25人

5,600円
保険料込

３Ｂストレッチ教室
（全10回）

1～3月・毎週火曜日
14：10～15：25

先着
25人

5,600円
保険料込

３Ｂ体操教室①
（全10回）

1～3月・毎週火曜日
10:15～11:45

先着
25人

5,600円
保険料込

３Ｂ体操教室②
（全10回）

1～3月・毎週木曜日
10:15～11:45

先着
25人

5,600円
保険料込

３Ｂ体操教室③
（全10回）

1～3月・毎週木曜日
14:00～15:30

先着
25人

5,600円
保険料込

太極拳教室（全10回）
1～3月・毎週金曜日
10：15～11:45

先着
20人

5,600円
保険料込

パワーヨガ教室①
（全10回）

1～3月・毎週金曜日
14:00～15:00

先着
30人

5,600円
保険料込

パワーヨガ教室②
（全10回）

1～3月・毎週土曜日
13:30～14:30

先着
30人

5,600円
保険料込

ヨーガ教室（全10回）
1～3月・毎週木曜日
19:00～20:00

先着
30人

5,600円
保険料込

ハワイアンフラ教室
（全10回）

1～3月・毎週水曜日
14:00～15:15

先着
24人

5,600円
保険料込

レザークラフト教室
（全10回）

1～3月・毎週火曜日
10：00～12:00

先着
18人

5,600円
※要材料費

マクロビオティック教室
（全6回）

1～3月・月2回土曜日
10:00～13:00

先着
20人

3,300円
※要材料費

※受講料は初回全納。納入された受講料は原則返金しません。

倉吉市文化活動センター�指定管理者：倉吉文化団体協議会

 住吉町７７－１（あ／い２３－６０９５）
【利用時間】⨈⨈火曜日～土曜日：午前９時～午後１０時⨈

⨈日曜日：午前９時～午後５時
【休館日】月曜日⨈⨈※�会議室、音楽室、調理実習室など貸出あり

■モーニングシネマ（無料）

開催日 時間 タイトル

12月6日（火）

10:00～

ワイルドパンチ

12月13日（火） かあちゃん

12月20日（火） ボーン・スプレマシー

12月27日（火） アフタースクール

■リフレギャラリー（無料）

第６回みささ版画の会作品展日１２月１日（木）～１３日（火）

「山
やま

涌
わく

敏秋」絵画展日１２月１５日（木）～２７日（火）

■リフレサロンコンサート（無料）

鈴木雪絵ソプラノ・コンサート日１２月１５日（木）午後６時半

■リフレプラザ文化教室秋の受講生募集

教室名 開講日 受講料

ちぎり絵を楽しむ 第1・第3火曜日10:00 1,000円/月
※材料費別

ギター教室 第1・第3火曜日13:00 4,000円/月

生け花を楽しむ 第1・第3火曜日14:00 1,500円/月
※材料費別

気功入門 第2・第4水曜日10:00 1,500円/月

小笠原流煎茶道 第2・第4土曜日13:00 2.000円/月
※菓子代200円

書を楽しむ 第1・第3木曜日10:00 1,000円/月
※手本30円

熟年のための
ピアノ教室

第1・第3火曜日14:00 応相談

ヴァイオリン教室 第1・第3土曜日14:00 応相談

水墨画・墨彩画 第2・第4水曜日18:30 3.200円/月

■未来を創る「ビジネスパーソン育成講座」※要申込

日１月７日（土）�午後７時～９時

倉吉スポーツセンター 指定管理者：ミズノグループ

⨈葵町５９１－１（あ２２－５６７４／い２２－５６８４）⨈

【利用時間】午前８時３０分～午後１０時

�■大会などの予定（１２月）

市営関金多目的広場

23日（金・祝） U-13鳥取県サッカーリーグ

倉吉市関金農林漁業者等健康増進施設

4日（日） フレンズ杯バドミントン大会

【倉吉市体育施設の利用について】

　１０月２１日（金）に発生した地震の影響により、

一部体育施設の使用ができなくなりました。

使用できない施設

　使用できるようになり次第、お知らせします。

・倉吉スポーツセンター

・市営陸上競技場

・市営野球場

・市営庭球場

・市営射撃場

・市営体育センター

・市営相撲広場

・市営武道館

・市営温水プール
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

１２月１日は世界エイズデー

■エイズは、いまも静かに広がっています

■エイズは、若い世代だけの問題ではありません

■�ＨＩＶ・エイズは、決して特別な人だけの特殊な

病気ではありません

■�ＨＩＶ・エイズを予防するためには、正しい知識

と行動があれば安心です

■ＨＩＶの検査を受けましょう（無料）

【定例検査】　※要事前予約

日時 検査内容

第１・３水曜日（祝日は除く）
午後１時半～２時半

ＨＩＶ・性感染症（クラミジ
ア・梅毒）

毎週水曜日（祝日を除く）
午後１時～１時半

Ｂ・Ｃ型肝炎、風しん抗体価

【休日検査】　※要事前予約

日時 検査内容
１２月４日（日）
午後１時半～３時半

ＨＩＶ・性感染症（クラミジア・梅毒）、
Ｂ・Ｃ型肝炎、風しん抗体価

【夜間検査】�※要事前予約。風しん抗体価は検査有料の場合あり

日時 検査内容

１２月７日（水）
午後５時半～７時

ＨＩＶ・性感染症（クラミジア・梅毒）、
Ｂ・Ｃ型肝炎、風しん抗体価

所申問�中部総合事務所福祉保健局（倉吉保健所）（あ２３―３１４５）

心とからだの健康相談　※保健センターに要予約

日１２月２７日（火）午後１時半～３時半

所保健センター

【内容】�保健師・栄養士による個別相談、みそ汁の塩

分測定など

１２月の倉吉未来中心の献血は中止します。

問�鳥取県赤十字血液センター�あ０８５７－２４ー８１０１

第４回 心も体も元気になる講演会

　いきいきと健康的な生活を送るためには、病気を

未然に防ぐこと、病気になったとしても、早期に治

療を開始することが重要です。第４回は運動をテー

マに考えます。

日１２月１７日（土)午後２時半～４時（午後２時受付）

所倉吉交流プラザ

【内容】�生活習慣病予防講演会�

「すこやかに老いるために�

　　　　　　　　～今、自分にできること～」

【講師】大
やま

和
と

浩
ひろし

さん（産業医科大学健康開発科学研究室

教授）

料参加無料／【定員】１５０人

問保健センター(あ２６－５６７０）

ノロウイルスによる感染性胃腸炎・

食中毒を予防しよう

・トイレの後や調理前には手洗いを十分にしましょう

・�生鮮食品は十分に洗浄し、調理器具は熱湯か塩素

系漂白剤で消毒しましょう

・貝類の生食は避け、中心まで十分に加熱しましょう

・�家族全員が体調管理に努めるとともに、下痢・吐き

気などの症状がある時は調理を行わないようにし

ましょう

健康づくり
Healthcare 問保健センター�

（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

介護予防とケア
問長寿社会課�
（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

Prevention&Care

検診・健診
Examination 問保健センター�

（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

１２月の認知症の人と家族の会「家族の集い」

日１２月１５日（木）午前１０時～正午

所成徳公民館

１２月ホッといきいき教室～介護予防教室参加者募集～

日１２月２０日（火）午前１０時半～午後３時

【内容】（午前）�健康寿命を延ばす秘訣は「健康なお口」

を作ること�

講師：坂田ゆかりさん（保健センター�

歯科衛生士）

　　　（午後）�自由時間（脳トレクイズ、ニュースポーツ、�

健康相談など）

所グリーンスコーレせきがね

料参加費１，４００円（昼食・入浴料）

【募集条件】６５歳以上で介護認定を受けていない人

※１週間前までに要申込。送迎希望の人は送迎します。

※都合により、欠席される場合は必ず前日までに連絡してください。

申問長寿社会課（あ２２－７８５１／い２２－２９５４）

集団健診・レディース検診の日程　※要申込

とき 受付 ところ 内容

12月 4日
（日）

8：00～
10：00

保健センター

特定健診・長寿（後期高齢
者）健診・一般健診・がん
検診（胃・肺・大腸・前立腺）・
肝炎ウイルス検診・物忘
れ健診

13：00～
13：30 がん検診（子宮・乳）

1月 22日
（日）

8：00～
10：00

倉吉体育文化
会館

特定健診・長寿（後期高齢
者）健診・一般健診・がん
検診（胃・肺・大腸・子宮・乳・
前立腺）・肝炎ウイルス検
診・物忘れ健診

※�７５歳の誕生日以降は特定健診を受けられません。長寿健診の

受診券を発行しますので、保健センターに連絡してください。

協力医療機関での健診の変更について

信生病院の胃がん検診（内視鏡：経口）が追加になり

ました。受診を希望する人は直接医療機関へお申し

込みください。

申信生病院（あ２６－７７７３）
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

乳幼児健康診査 【受付】午後０時５０分～１時１５分

6か月児
平成28年5月誕生 12月7日（水）、8日（木）

平成28年6月誕生 1月18日（水）、19日（木）

1歳6か月児
平成27年5月誕生 12月14日（水）、15日（木）

平成27年6月誕生 1月11日（水）、12日（木）

3歳児
平成25年11月誕生 12月9日（金）、13日（火）

平成25年12月誕生 1月13日（金）、17日（火）

所保健センター／持母子健康手帳、アンケート用紙

※３歳児健診のみ尿検査があります。

育児相談（身体測定・子育て・栄養・歯科相談）

�日１２月２７日（火）�午前９時半～１１時半

所保健センター／持母子健康手帳

マタニティサロン（妊婦の交流・相談の場）

ミニセミナー「あかちゃんのお風呂の入れ方」

日１月６日（金）午前１０時～１１時

所�子育て総合支援センター「おひさま」

申保健センター�

離乳食講習会 【内容】離乳食について（講義編）

日�１２月２１日（水）�午前１０時～１１時半�

【受付】午前９時半～１０時

所／申保健センター

フッ化物歯面塗布（無料）

日１２月８日（木）午後１時半～３時

所／申中部歯科医師会口腔衛生センター

所歯ブラシ、タオル、母子健康手帳

問中部歯科医師会口腔衛生センター（あ２２－５４７２）

乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）から

赤ちゃんを守りましょう

　ＳＩＤＳは、元気だった赤ちゃんが、事故や窒息

ではなく、眠っている間に突然死亡する原因不明の

病気です。生後２～６か月に多いとされています。

必要以上に不安に思うことはありませんが、次の育

児習慣などに留意することで、発症の減少が期待さ

れています。

■うつぶせ寝は避けましょう

　なるべく赤ちゃんを一人にせず、寝かせ方の配慮

をし、窒息や誤飲を未然に防ぎましょう。

■たばこはやめましょう

　妊娠中の喫煙はおなかの赤ちゃんにもよくない影

響を及ぼします。妊婦や赤ちゃんのそばの喫煙もよ

くありません。

■できるだけ母乳で育てましょう

　人工乳がＳＩＤＳを引き起こすわけではありませんが、

母乳が出る場合はできるだけ母乳で育てましょう。しか

し、母乳が出ない、母親の服薬や仕事の都合で母乳で

育てられない場合は無理をしないようにしましょう。

�母子保健
Baby&Mother 問�保健センター（伯耆しあわせの郷内

あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

ヨガでリラックス
　ゆったりしたヨガで自分の体をリラックスさせて

みませんか。日頃の子育ての疲れをヨガで癒しま

しょう。

日�１２月１４日（水）午前１０時半～１１時半�

※１０時１５分集合

所��集合：子育て総合支援センター「おひさま」�

会場：上灘公民館

【対象】未就学の子どもの保護者（２０人程度）

【講師】�山田紫
し ほ

穂さん

持運動のできる服装、飲み物、タオル、ヨガマッ

トまたはバスタオル

【申込期限】１２月７日（水）

※�託児が必要な場合は申し込んでください。人数制限あり

申問子育て総合支援センター「おひさま」（あ／い２２－３９１４）

子育て総合支援センター「おひさま」イベント
Play&Bred

健康も 楽しい食事も いい歯から

　鳥取県高齢者のよい歯のコンクールで、最優秀賞
に穐

あきちか

近多
た か よ

加余さん（海田南）、優秀賞に山根倫
と も こ

子さん

（八屋）が選ばれました。

　県内に住む６５歳以上の人で、歯と口の中の状態が

良く、２０本以上自分の歯が残っている人が選ばれます。

問保健センター（あ２６－５６７０／い２６－５６６０）

▲   穐近多加余さん（72歳・左）、山

根倫子さん（86歳・右）。お二人

に共通するのは何でも食べるこ

と、運動を欠かさないことだそう

―自分の歯を保つために気を付けていることは。

穐近�　死ぬまで自分の歯で生活したいという思いが

あり、歯磨きや３か月に１回の定期検診も欠かし

ません。また無理のない範囲で体を動かすこと

も忘れません。心身ともに健康でいるからこそ、

歯も健康を保つことができると思っています。

山根�　何でも好き嫌いなく食べることが大事です

ね。煮干しを積極的に摂取するなど、食生活に

は特に気を付けています。また、普段から走っ

たり歩いたりという運動を続けています。

―市民の皆さんにメッセージをお願いします。

穐近・山根�　子どもの頃から親や周りが気を付ける

ことも大切だと思います。また、自分の歯

に関心を持ち、歯や心身の健康のために

自分に合うことを無理なく続けましょう。
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

251

社
会
人
学
生
の
支
援
拡
充 

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
め
ざ
す
社
会
人
を
応
援
し
ま
す

お
子
さ
ん
の 

　
　
基
本
保
育
料
を
半
額
補
助
！

　
社
会
人
学
生
が
短
大
附
属
こ
ど

も
園
に
お
子
さ
ん
を
預
け
た
場
合
、

そ
の
基
本
保
育
料
の
半
額
を
補
助

す
る
協
定
を

鳥
取
看
護
大
、

鳥

取

短

大
、

短
大
附
属
こ

ど
も
園
の
３

者
で
結
び
ま

し
た
。

学
費
を
支
援(

最
大
６
割
給
付)

!!

　
鳥
取
短
大
は
、
厚
生
労
働
省
よ

り
、「
教
育
訓
練
給
付
制
度(

専
門

実
践
教
育
訓
練)

」の
講
座
指
定
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成
29
年
４
月
以
降
に
鳥
取
短
大
に

入
学
す
る
社
会
人
学
生
が
栄
養
士
、

保
育
士
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
取

得
に
必
要
な
講
座
を
受
講
す
る
場

合
、
授
業
料
や
実
習
費
の
最
大
４

割(

取
得
資
格
を
活
か
し
て
就
職

し
た
場
合
は
最
大
６
割)

が
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

支
給
要
件
の
確
認
、
申
込
な
ど
は
最

寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
お
願
い
し

ま
す
。

日
12
月
21
日(

水)

午
後
1
時
半
～
３
時
半

所
鳥
取
看
護
大
学
　
１
階
　
交
流
ホ
ー
ル

�【
内
容
】体
脂
肪
・
血
圧
・
血
管
年
齢（
要
予
約
・
先
着
７
人
）・
骨
密
度
の
測
定
、

健
康
ミ
ニ
講
話「
今
日
か
ら
で
き
る
転
倒
予
防
！
」

問�

鳥
取
看
護
大
学（
あ
27
ー
２
８
０
０
）

　
こ
れ
ま
で
社
会
人
学
生
に
対
し
、
鳥
取
看
護
大
は
入
学
金
免
除
、
鳥

取
短
大
は
奨
学
金
支
給
と
い
っ
た
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

び
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
資
格
取
得
を
め
ざ
し
て
い
る
方
や
、
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る
方
に
魅
力
的
な
２
つ
の
制
度
を
新
た
に
設
け
ま

し
た
。
本
学
は
、
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
社
会
人
を
応
援
し
ま
す
！

問
入
試
広
報
課（
あ
26

－

９
１
７
１
）

ご
あ
い
さ
つ

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
杉
中

惇
じ
ゅ
ん
ぺ
い平
で
す
。
生
ま
れ
育
っ
た
大
阪

府
堺
市
か
ら
10
月
に
移
住
し
て
き

ま
し
た
。
中
心
市
街
地
を
盛
り
上

げ
る
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
！

目
標

　
最
長
３
年
の
任
期
の
中
で
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
目
標

は
、「
倉
吉
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す

こ
と
」
で
す
。
私
自
身
は
、
妻
の

故
郷
と
い
う
こ
と
で
何
度
も
倉
吉

に
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、「
今
度
は
あ
そ
こ
に

行
っ
て
み
た
い
」
と
思
う
見
ど
こ

ろ
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
い
つ
し
か

倉
吉
の
フ
ァ
ン
に
な
り「
い
っ
ぺ

ん
試
し
に
住
ん
で
み
た
い
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
何
度
も
訪
れ
る
→
愛
着
が
わ

い
て
フ
ァ
ン
に
な
る
」
と
い
う
体

験
を
ヒ
ン
ト
に
、
よ
そ
者
な
ら
で

は
の
視
点
か
ら
こ
の
ま
ち
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

１
か
月
住
ん
で
み
て

　
い
た
だ
い
た
猪
肉
で
料
理
を
し

た
り
、
突
然
の
地
震
で
猫
と
テ
ン

ト
泊
を
し
た
り
と
人
生
で
初
め
て

の
体
験
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
、
あ
っ

と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
く

印
象
で
す
。

　
と
り
わ
け
新
生
活
で
衝
撃
を
受

け
た
の
は「
水
質
の
良
さ
」。
水
道

水
が
美
味
し
い
。
そ
れ
を
使
っ
た

料
理
も
お
い
し
い
。
肌
の
調
子
も

日
に
日
に
良
く
な
っ
て
い
く
気
が

し
ま
す
。

　
先
日
、
自
宅
の
前
を
流
れ
る
鉢

屋
川
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
捕
ま
え
、
手

に
取
っ
て
み
る
と
、
ド
ジ
ョ
ウ
も

ま
た
ツ
ル
ツ
ル
お
肌
で
感
動
し
ま

し
た
。

趣
味
を
倉
吉
で
も

　
趣
味
は
、
カ
ヤ
ッ
ク
や
自
転
車

な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
で
す
。
昨
年

末
に
行
っ
た「
冬
の
京
都（
宇
治
）

か
ら
大
阪（
桜
ノ
宮
）１
泊
２
日
の

カ
ヤ
ッ
ク
キ
ャ
ン
プ（
約
４
０
キ

ロ
）」を
は
じ
め
、
積
極
的
に
自
然

と
遊
ん
で
き
ま
し
た
。
倉
吉
で
も

そ
れ
ら
が
楽
し
め
る
フ
ィ
ー
ル
ド

を
探
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
で
見

か
け
た
ら
お
気
軽
に
お
声
掛
け
く

だ
さ
い
！

次
回
よ
り

　
次
回
か
ら
、
こ
ち
ら
の
コ
ラ
ム

で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
の
取
り
組
み
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

の
出
来
事
な
ど
を
中
心
に
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。

じゅんぺーだよりじゅんぺーだより

vol.1

地域おこし協力隊
杉中惇平
地域おこし協力隊
杉中惇平

ツルツルのドジョウ

河原で一泊カヤックキャンプ
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日 日時 申 申込先料 料金 持 持ち物所 場所

問�市立図書館（あ４７－１１８３／い４７－１１８０）
せきがね図書館（あ／い４５－２５２３）

Ｌｉｂｒａｒｙ�市立図書館

問（あ２２－４４０９／い２２－４４１５）

Ｍｕｓｅｕｍ�倉吉博物館

交流プラザ第２研修室の無料相談会  ※要申込

特許等無料相談会
12月6日(火)、20日（火）
午後1時～4時

こころの相談日 12月15日（木）午後2時～4時
ビジネス情報相談会 12月21日（水）午後1時～3時
起業・経営なんでも相談会 12月25日（日）午後1時～5時

１２月の休館日

１日（木）、２日（金）、５日（月）、７日（水）～９日（金）、

１２日（月）、１９日（月）～２２日（木）、２６日（月）、

２９日（木）～１月３日（火）

博物館講座⑦ 「倉吉の茶の湯」　※申込・参加費不要

　「茶の湯」の世界にとって１１月は炉
ろ

を開き新茶を

いただく、まさにお茶の正月ともいえる季節です。

　床
とこ

には、白椿が入れられ、凛
りん

とした空気のなかで

茶
ちゃつぼ

壷封切りの茶
ち ゃ じ

事が行われます。亭主が好みの道具

で客をもてなす「茶の湯」は、かけがえのない一期一

会であり至福の刻
とき

でもあります。

　講座では、昭和初年の１１月に倉吉の商家で催さ

れた茶会の会記（茶事の記録）をもとに「倉吉の茶の

湯」を紹介します。

日１２月１１日（日）午後１時半～３時／所上井公民館

○

◇
◇

△
□
☆

◇

１２月の開館日
カレンダー 日月火水木金土

休館日：�５日、１２日、１９日、２６日、２９日～３１日
資料整理休館日：２２日
※�２４日（土）は倉吉市立図書館・せきが
ね図書館ともに臨時開館します。

○おはなしかい(１１：００～）倉
◇�あかちゃんのおはなしかい（１０：３０～）倉
あかちゃんのおはなしかい（１０：３０～）関
□むかし話をきく会（１１：００～）倉
△おはなしかい（１０：３０～）関
☆韓国語でおはなしかい（１１：００～）倉

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

博物館の震災被害と開館について

　１０月２１日（金）午後に発生した地震により倉

吉博物館も被災しました。昨年度に耐震補強工事

を進めていたので外見上の大きな損壊などはあり

ませんでしたが、壁面に亀裂が入ったり中庭に面

した大型ガラスが壊れるなど被害を受けました。

　また、収蔵品の一部にも転倒による破損などが

みられました。地震直後から休館していましたが、

今月からは一部の展示室を除き開館する予定で

す。休館中のご不便をお詫びするとともに部分開

館にご理解いただきますようお願いします。

１２月の展示

平成２８年度鳥取県シニア作品展�※入館無料

　６０歳以上の人による日々の創作活動の成果を

ご覧ください。

【日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真】

会期：１２月３日（土）～６日（火） ※５日（月）休館

※最終日のみ午後３時まで

第１４回鳥取県ジュニア美術展覧会�※入館無料

　小学生、中学生の「絵画・デザイン」「写真」「書」

の作品展です。倉吉会場では全入選作品を展示し

ます。未来の芸術家の作品をぜひご覧ください。

会期：１２月１０日（土）～１８日（日） ※１２日（月）休館

【今月のオススメ本】

「十二支のお節料理」

川端�誠／作（ＢＬ出版）

　年越しが近づくと、家々では

お正月を迎えるための準備が始

まります。お節料理を作るため

年
としがみ

神さまは十二の動物を選び、

それぞれ順番に係を決めまし

た。動物たちの準備の様子はど

うでしょうか。

【今月のイベント】

「元気！はつらつ！音読教室」 ※要申込

日１２月１５日（木） 午前１０時半～１１時半

所倉吉交流プラザ 第１研修室

外国語でおはなしかい「韓国語でおはなしかい」

　韓国語で絵本や手遊びを楽しみます。赤ちゃんか

ら大人まで一緒に楽しめるおはなしかいです。

日１２月１１日（日）午前１１時～１１時半

所倉吉市立図書館　おはなしのへや 

「消しゴムはんこでブックカバーづくり」 ※要申込

　消しゴムはんこ作りを行い、そのはんこを使った

オリジナルのブックカバーを製作します。

日１２月１７日（土）午前１０時～正午

所倉吉交流プラザ 第１研修室

料参加費２００円（材料費）

「行政書士相談会」 ※申込不要

日１２月１８日（日）午前１０時～午後２時

所倉吉交流プラザ第２研修室

問行政書士会事務局（あ０８５７－２４－２７４４）



Ｗ
Ｔ
Ｃ
鳥
取
大
会
と
は

　

世
界
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
関
係
者
が
集
う
国
際
会
議
で
、
鳥

取
県
は
日
本
で
初
め
て
の
開
催
地
と
な

り
ま
し
た
。
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
三
浦
雄

一
郎
さ
ん
の
記
念
講
演
に
始
ま
り
、
ト

レ
イ
ル（
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
道
）を
資

源
と
し
て
保
護
・
活
用
す
る
世
界
19
ヵ

国
約
50
団
体
が
集
ま
っ
た
こ
の
会
議
で

は
、
道
の
保
護
・
保
全
や
健
康
づ
く
り
、

観
光
面
へ
の
活
用
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
議
に
あ
わ
せ
て「
ワ
ー
ル

ド
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ 

in 

と
っ
と
り
」

が
開
催
さ
れ
、
県
中
部
の
自
然
・
グ
ル

メ
・
街
並
み
な
ど
を
楽
し
む
ウ
ォ
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世
界
の
人
々
が
倉
吉
を
歩
い
た

　

Ｗ
Ｔ
Ｃ
と
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
倉

吉
エ
リ
ア
で
の
ウ
ォ
ー
ク
フ
ェ
ス
タ
は

打
吹
山
と
そ
の
ふ
も
と
に
広
が
る
倉
吉

の
古
い
町
並
み
を
巡
る
コ
ー
ス
と
関
金

温
泉
と
旧
国
鉄
倉
吉
線
廃
線
跡
を
巡
る

コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は

両
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
国
内
を
は
じ
め

韓
国
、
台
湾
、
中
国
、
な
ど
か
ら
約

７
０
０
人
が
参
加
し
、
倉
吉
の
見
ど
こ

ろ
や
住
民
の
お
も
て
な
し
コ
ー
ナ
ー
な

ど
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
に
合
わ
せ
て
倉
吉
未
来

中
心
で
は
県
中
部
の
グ
ル
メ
を
集
め
た

Ｂ
級
グ
ル
メ
バ
ト
ル
の
開
催
や
関
金
地

区
で
は「
セ
キ
ガ
ネ
温
泉
手
づ
く
り
文

化
祭
」
が
開
催
さ
れ
倉
吉
の
食
や
地
元

住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
で
参
加
者
を
も
て

な
し
ま
し
た
。

歩
く
楽
し
さ
は
世
界
共
通

　

今
大
会
で
は
ト
レ
イ
ル
が
持
つ
癒
し

の
力
を
認
識
し
、
ト
レ
イ
ル
の
活
用
を

通
じ
て
自
然
・
人
・
文
化
の
癒
し
を
も

た
ら
す
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

し
た
。歩
く
ス
タ
イ
ル
は
多
種
多
様
で
、

歩
く
目
的
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
は
あ
り
ま

す
が
、「
歩
く
楽
し
さ
」は
共
通
の
も
の

で
あ
り
、
人
に
は
身
体
と
心
の
健
康
を

ま
た
、
地
域
に
は
活
力
を
与
え
て
く
れ

ま
す
。
大
会
は
終
わ
り
ま
し
た
が
、
今

後
は
一
人
で
も
多
く
の
人
が
歩
く
楽

し
さ
を
感
じ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

を
通
し
た
健
康
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
身
近
な
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

へ
の
参
加
や
日
頃
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
、
気
軽
に
で
き
る
こ
と
か
ら
一
歩
を

踏
み
出
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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●倉吉市の人口●

（住民基本台帳）

男：22,919人（± 0）

女：25,532人（－ 11）

計：48,451人（－ 11）

20,683 世帯（ 14）

（H28.10.31現在）

編集後記

世界の国々からようこそ倉吉へ
～ワールドトレイルズカンファレンス（ＷＴＣ）鳥取大会を終えて～

いろんな国から

よーけきなったな～

「打吹山・赤瓦ウォーク」の出発式に参加した人たち（１０月１５日（土））

鯉のぼりの飾りの中を歩く参加者（西町）
廃線跡を歩く参加者

（松河原）

　

今
年
も
残
り
１
か
月
。
い
ろ
い
ろ

あ
っ
た
な
あ
と
毎
年
思
い
ま
す
が
、
今

年
も
本
当
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、あ
と
１
か
月
顔が
ん
ば晴

ろ
う
。（
Ｅ
・
Ｍ
）

　

取
材
先
で
見
る「
倉
吉
市
頑
張
れ
」

「
絶
対
負
け
る
な
」
と
い
う
た
く
さ
ん

の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
皆
さ
ん
か
ら

の
温
も
り
を
感
じ
ま
し
た
。（
Ｈ
・
Ｉ
）

　

11
月
号
の
発
行
を
中
止
し
、
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

一
日
も
早
く
倉
吉
が
元
の
姿
に
な
る

よ
う
、広
報
も
頑
張
り
ま
す
。（
Ｋ
・
Ｆ
）


